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２東大阪市火災予防条例を改正

８・９ 新市民会館整備基本構想を策定

３入院時の食事負担額市民税非課税世帯は減額

４ 女性に対する暴力をなくす運動期間

もくじ

１１月１日号

１０
月
１０
日
に
行
わ
れ
た
平
成
２６
年
第
３
回
定

例
会
で
、
市
議
会
議
長
に
平
田
正
造
氏
、
副
議

長
に
樽
本
丞
史
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議長・副議長
決まりました

こ
の
ほ
ど
、
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ト
ラ
イ
く
ん
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
携
帯

用
防
犯
ブ
ザ
ー
を
市
内

の
全
市
立
小
学
校
５４
校

の
児
童
約
２
万
５
０
０

０
人
に
配
付
し
ま
し

た
。こ

の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

児
童
を
犯
罪
か
ら
守
り
、

安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
意
識
を
啓

発
す
る
た
め
に
市
が
製

作
。
デ
ザ
イ
ン
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

誘
致
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、

「
ト
ラ
イ
く
ん
」
型
に

し
ま
し
た
。

今
回
の
配
付
は
、
市

立
小
学
校
の
全
児
童
が

対
象
で
、
今
後
は
新
１

年
生
に
順
次
同
様
の
防

犯
ブ
ザ
ー
を
配
付
し
て

い
き
ま
す
。

市
立
石
切
東
小
学
校

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

防
犯
ブ
ザ
ー
を
受
け
取

っ
た
１
年
生
の
平
野
苗

月
さ
ん
と
横
山
誠
人
さ

ん
は
「
帰
り
道
、
怖
く

な
っ
た
ら
ブ
ザ
ー
の
ひ

も
を
引
っ
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
効
果
的
な
使

い
方
を
実
演
で
学
ぶ
児
童

贈
呈
式
に
出
席
し
た（
左
か
ら
）野
田
市
長

と
川
原
枚
岡
警
察
署
署
長
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
直
接
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
犯
ブ
ザ
ー
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た

１０月１１日、「ラグビーのまち東大阪の夕べ」が花園中央

公園で行われ、食・音楽・ラグビーの熱気に包まれま

した。

会場では、牛・豚・鶏が集結した「肉フェスタ」の

肉をほおばる人、音楽の生演奏に体を揺らし楽しむ人、

またスタジアムでは迫力あるラグビーの試合に歓喜す

る人たちであふれかえっていました。

天候の関係で飛行を見合わせていた気球も最後には

あがり、ラグビーワールドカップ２０１９花園誘致にかけ

るラストスパートをいっそう盛り上げていました。

花花
園園
がが
熱熱
いい
��

ララググビビーー
ののままちち東東

大大阪阪のの夕夕
べべにに

１１万万６６，，００
００００人人！！

平
田
正
造
氏

議

長

樽
本
丞
史
氏

副
議
長

全
小
学
生
２
万
５
０
０
０
人
に
配
付

「
ト
ラ
イ
く
ん
」
型
防
犯
ブ
ザ
ー

うう
まま旨旨

いい
��

不審者対策～遠回りでも、明るく人通りの多い道を歩きましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
１２
面
に
掲
載



て
い
ま
す
。
電
話
の
内
容

は
受
信
と
同
時
に
出
動
す

る
車
両
に
伝
え
ま
す
。
一

刻
も
早
く
消
防
車
や
救
急

車
を
現
場
に
到
着
さ
せ
る

た
め
、
指
令
員
の
問
い
か

け
に
は
落
ち
着
い
て
答
え

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１

１
９
番
へ
の
い
た
ず
ら
電

話
は
「
３０
万
円
以
下
の
罰

金
ま
た
は
拘
留
」
の
罰
則

が
科
さ
れ
る
犯
罪
で
す
。

放
火
に
注
意

火
災
の
原
因
は
、放
火
が

も
っ
と
も
多
く
、た
ば
こ
、

こ
ん
ろ
と
続
い
て
い
ま
す
。

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境

を
つ
く
る
、
た
ば
こ
の
始

末
を
き
ち
ん
と
す
る
、こ
ん

ろ
の
使
用
中
は
近
く
を
離

れ
な
い
な
ど「
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
火
災
」を
起
こ
さ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
を

住
宅
火
災
の
被
害
を
減

ら
す
た
め
に
、
平
成
２３
年

６
月
か
ら
設
置
が
完
全
義

務
化
と
な
っ
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

み
で
す
か
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
や
お
近
く
の
電
気
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
設
置
し

て
い
る
家
庭
で
は
、
点
検

や
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

点
検
は
、
誰
に
で
も
簡
単

に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
火

災
で
は
な
い
の
に
音
が
鳴

る
と
き
は
、
電
池
切
れ
や

器
具
の
異
常
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。く
わ
し
く
は
、

製
品
の
取
扱
説
明
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

消
防
訓
練
を
実
施

火
災
予
防
運
動
に
あ
わ

せ
て
、
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
日
頃
、
目
に
す

る
こ
と
の
少
な
い
消
防
隊

員
の
活
動
や
訓
練
を
、
ぜ

ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�時
１１
月
２
日
�
１１
時
〜

１１
時
３０
分

�所
南
荘
の
郷

（
南
荘
町
１３
―

４０
）

◇

◇

�問
消
防
局
予
防
広
報
課

放
置
自
転
車
は
、
ま

ち
の
景
観
を
悪
く
し
、

歩
行
者
や
緊
急
車
両
な

ど
の
通
行
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。

市
で
は
、
放
置
自
転

車
を
な
く
す
た
め
、
自

転
車
駐
車
場
の
設
置
や

駅
前
の
啓
発
指
導
員
の

配
置
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
駅
を
利
用

す
る
と
き
に
自
転
車
を

駐
車
す
る
と
き
は
、
自

転
車
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
駅
周
辺
の
駐

車
場
の
連
絡
先
な
ど
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
実
演

交
通
安
全
教
室

市
立
石
切
・
縄
手
南

・
英
田
中
学
校
で
、
生

徒
や
市
民
を
対
象
に
交

通
安
全
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
教
室
で
は
、
ス

タ
ン
ト
マ
ン
の
実
演
で

交
通
事
故
発
生
現
場
を

再
現
し
、
正
し
い
自
転

車
の
利
用
と
安
全
な
走

行
を
学
び
ま
す
。

一
般
観
覧
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�時
�所
▽
１１
月
１２
日
�

�
石
切
中
学
校

▽
１３

日
�
�
縄
手
南
中
学
校

▽
１４
日
�
�
英
田
中
学

校
※
時
間
な
ど
く
わ
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
天
候
に
よ
っ
て
は

一
般
観
覧
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◇

◇

�問
交
通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２

２
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
６

昨
年
８
月
に
京
都
府
福

知
山
市
内
で
開
催
さ
れ
た

花
火
大
会
で
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
た
火
災
事
故
を

受
け
、
市
で
は
東
大
阪
市

火
災
予
防
条
例
を
今
年
１０

月
に
一
部
改
正
し
、
施
行

し
ま
し
た
。
改
正
点
は
次

の
２
点
で
す
。

市
内
で
大
き
な
催
し
な

ど
を
開
催
す
る
と
き
、
主

催
者
は
こ
の
２
点
を
守
り
、

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

１
多
数
の
者
の
集
合

す
る
催
し
（
※
１
）
で

火
を
使
用
す
る
場

合
は
消
火
器
の
準

備
や
届
出
が
必
要

主
催
者
は
次
の
事
項
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
消
火
器
の
準
備
を
】

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
グ
リ
ル

な
ど
の
火
を
使
用
す
る
器

具
な
ど
を
使
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
消
火
器

を
準
備
す
る
こ
と
（
※
２
）
。

【
火
を
使
用
す
る
露
店

な
ど
は
届
出
を
】

火
を
使
用
す
る
器
具
を

使
用
す
る
露
店
な
ど
を
開

設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

消
防
署
長
に
届
け
出
る
こ

と
。※

１

「
多
数
の
者
の

集
合
す
る
催
し
」
と
は
、

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の

者
の
集
合
す
る
催
し
で
、

一
時
的
に
一
定
の
場
所
に

多
数
の
者
が
集
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
混
雑
が
生
じ
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
の

危
険
性
が
高
ま
る
催
し
で

あ
り
、
一
定
の
社
会
的
広

が
り
を
有
す
る
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
２

「
消
火
器
の
準

備
」
に
つ
い
て
は
、
同
条

例
を
今
年
６
月
に
先
行
し

て
一
部
改
正
し
、
施
行
し

ま
し
た
。

２
よ
り
大
規
模
な

「
指
定
催
し（
※
３
）
」

は
、「
火
災
予
防
上

必
要
な
業
務
に
関

す
る
計
画
」
の
作

成
・
実
施
が
必
要

「
多
数
の
者
の
集
合
す

る
催
し
」
の
う
ち
、
よ
り

大
規
模
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
消
防
長
が
「
指
定
催

し
」と
し
て
指
定
し
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
合
、
主
催

者
は
次
の
事
項
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
防
火
担
当
者
を
定
め

る

▽
「
火
災
予
防
上
必

要
な
業
務
に
関
す
る
計
画
」

を
防
火
担
当
者
に
作
成
さ

せ
、
こ
れ
に
基
づ
く
業
務

を
実
施
さ
せ
る

▽
同
計

画
に
お
い
て
は
、
火
災
予

防
上
必
要
な
業
務
に
従
事

す
る
者
の
業
務
の
分
担
、

活
動
範
囲
、
火
を
使
用
す

る
器
具
な
ど
の
使
用
や
危

険
物
の
取
扱
い
の
状
況
把

握
、
火
災
に
備
え
て
の
消

火
準
備
や
初
動
体
制
に
つ

い
て
定
め
る

▽
同
計
画

を
消
防
機
関
に
提
出
す
る

（
提
出
し
な
か
っ
た
場
合

の
罰
則
�
３０
万
円
以
下
の

罰
金
�）

※
３
「
指
定
催
し
」と

は
、
公
園
、
道
路
、
そ
の

他
野
外
の
場
所
を
会
場
と

し
て
開
催
す
る
も
の
で
あ

り
、
主
催
者
が
出
店
を
認

め
る
露
店
の
数
が
１
０
０

を
超
え
、催
し
の
１
日
当
た

り
の
人
出
予
想
が
１０
万
人

以
上
で
あ
る
催
し
の
こ
と
。

◇

◇

�問
消
防
局
予
防
広
報
課

０
７
２
（
９
６
６
）
９
６

６
２
、�
０
７
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９
６
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）

９
６
６
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１１
月
９
日
は
、
１
１
９

番
の
日
で
す
。
毎
年
こ
の

時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

家
庭
で
も
暖
房
器
具
を
使

用
し
始
め
る
た
め
、
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
本

格
的
な
寒
さ
へ
の
備
え
と

と
も
に
、
火
災
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

対
策
も
お
願
い
し
ま
す
。

通
報
は
慌
て
ず
に

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
日
多
く
の

１
１
９
番
通
報
を
受
信
し

東東東東東東東東東東東東東大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪市市市市市市市市市市市市市火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例ををををををををををををを改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正

安心して楽しめるイベントにするために

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
１１
月
９
日
か
ら

も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ

な
く
そ
う
放
置
自
転
車

駅
前
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
月
間

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２６年１１月１日



【
事
例
１
】
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に

「
送
料
の
み
で
ダ
イ
エ

ッ
ト
サ
プ
リ
の
無
料
サ

ン
プ
ル
が
も
ら
え
る
」

と
あ
っ
た
の
で
ク
レ
ジ

ッ
ト
決
済
で
申
し
込
ん
だ

と
こ
ろ
、
無
料
サ
ン
プ
ル

が
届
い
た
。
サ
ン
プ
ル
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

そ
の
後
も
継
続
的
に
商
品

が
送
ら
れ
て
き
て
、
カ
ー

ド
会
社
か
ら
も
商
品
代
を

請
求
さ
れ
た
。
慌
て
て
業

者
に
解
約
メ
ー
ル
を
送
っ

た
が
返
事
が
な
い
。
カ
ー

ド
会
社
に
調
査
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
定
期
購
入
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
解
約
し

た
い
。

【
事
例
２
】
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
で
自
転
車
の
部
品

が
安
く
売
ら
れ
て
い
た
の

で
注
文
す
る
と
「
先
に
代

金
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
メ
ー
ル
が
来
た
。

指
定
口
座
に
振
り
込
ん
だ

が
商
品
が
届
か
な
い
。
問

合
せ
の
メ
ー
ル
を
送
っ
て

も
返
事
が
な
く
、
他
の
連

絡
先
も
見
つ
か
ら
な
い
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
解
説
】
通
信
販
売
は

自
宅
で
い
つ
で
も
簡
単
に

注
文
で
き
、
と
て
も
便
利

で
す
。
し
か
し
、「
無
料
や

お
試
し
の
つ
も
り
で
申
込

み
を
し
た
の
に
、
有
料
や

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
」

「
代
金
を
前
払
い
で
払
っ

た
後
に
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
く
な
っ
た
」「
商
品
が

届
か
な
い
」「
届
い
た
商
品

が
偽
物
だ
っ
た
」と
い
っ
た

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

無
料
や
お
試
し
で
商
品

を
注
文
す
る
際
に
は
、
送

料
や
支
払
方
法
、
継
続
の

有
無
な
ど
の
条
件
や
特
定

商
取
引
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
表
示
（
会
社
名
、
住

所
、
連
絡
先
電
話
番
号
）

を
確
認
し
て
か
ら
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

◇

◇

�問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９
６
５
）
０
１

０
２
、�
０
７
２（
９
６
２
）

９
３
８
５

入
院
時
に
負
担
す
る
食

事
代
は
１
食
当
た
り
２
６

０
円
で
す
が
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
申
請
に

よ
り
、
１
食
当
た
り
２
１

０
円
に
減
額
さ
れ
ま
す（
表

１
参
照
）。

減
額
に
は
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
必
要

で
す
が
、
入
院
時
の
窓
口

で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
（
表
２
参
照
）
ま

で
と
な
る
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
と
１
枚
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
過
去
１２
か
月
の

入
院
日
数
が
９０
日
を
超
え

る
と
き
は
９１
日
目
か
ら
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な

り
ま
す
が
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
入
院
日
数
が
わ

か
る
領
収
書
と
国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て

医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
と
、

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

入
院
す
る
と
き
は
、
減

額
認
定
証
を
医
療
機
関
に

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

提
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、

一
般
の
方
と
同
じ
額
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

減
額
認
定
証
の
発
効
期
日

は
、
申
請
日
の
属
す
る
月

の
１
日
か
ら
と
な
り
、
そ

れ
以
前
に
遡
っ
て
食
事
代

を
減
額
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

療
養
費
な
ど
を
給
付

受
け
る
と
き
は
申
請
を

国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
は
、
次
の
よ
う
な
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。該
当
す
る
と
き
は
、

必
要
書
類
を
持
っ
て
医
療

保
険
室
資
格
給
付
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
療
養
費
】

や
む
を
得
ず
保
険
証
を

提
示
せ
ず
に
受
診
し
、
医

療
費
を
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

本
来
国
民
健
康
保
険
が
負

担
す
る
療
養
費
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
う
え
、
決
定
し
た

額
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な

ど
の
補
装
具
代
（
医
師
が

認
め
た
と
き
）
や
海
外
渡

航
中
の
受
診
も
療
養
費
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

【
高
額
療
養
費
】

保
険
診
療
費
と
し
て
、

国 保

～緊急度レベル★★★☆☆

通信販売の
トラブルにご注意！

�����������������������������������������������

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非
課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
はははははははははははははははははははははは
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
にににににににににににににににににににににに

入
院
時
の
食
事
負
担
額

注１ （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の４回目以降の限度額
です。なお、７０歳未満の方の自己負担限度額については、平成２７年１月から変更予定です。

注２ 区分は所得などにより決定します。くわしくは市ウェブサイトをご覧になるか資格給付課へ
お問合せください。

１５，０００円
８，０００円

低所得者�

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

２４，６００円低所得者�
４４，４００円１２，０００円一 般

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円現役並み所得者

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�外来〈個人単位〉区 分

３５，４００円
（２４，６００円）

市民税非課税世帯

７０
歳
未
満
の
方（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

一 般

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

上位所得者

自己負担限度額区 分
（表２）自己負担限度額

１
か
月
当
た
り
に
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
一

部
負
担
金
が
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
と
き
、

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

【
葬
祭
費
】

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
葬
儀
を
行
っ
た

方
に
５
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

口
座
振
替
に

ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
料
の
口

座
振
替
は
、
年
度
途
中
か

ら
で
も
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

開
始
月
か
ら
来
年
３
月

の
第
１０
期
分
ま
で
を
連
続

し
て
納
め
る
と
、
口
座
振

替
で
納
め
た
保
険
料
の
１

％
を
奨
励
金
と
し
て
来
年

５
月
に
登
録
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、

保
険
料
決
定
通
知
書
、
預

貯
金
通
帳
、
印
鑑
（
通
帳

印
）
を
持
っ
て
、
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関

や
医
療
保
険
室
保
険
料
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

※１ 低所得者�は、世帯員全員が市民税非課税である世帯の方
※２ 低所得者�は、本人及び世帯員全員が収入から必要経費・控除額を差し引いたときに各所得

がいずれも０円（年金の所得は控除額を８０万円として計算）

１食１００円住民税非課税世帯 低所得� ※２

１食１６０円過去１年間の入院が９１日以上
住民税非課税世帯 低所得� ※１

１食２１０円過去１年間の入院が９０日以内

１食２６０円一 般
（表１）入院時の食事代

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２６年１１月１日



配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
�
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
�）、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
の
暴
力
は
、

相
手
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
す
。
今
年

１
月
か
ら
は
、
配
偶
者
だ

け
で
な
く
、
生
活
の
本
拠

を
と
も
に
す
る
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
な
ど
に
つ
い

て
も
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
適
用

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
１１
月
１２
日
〜
２５
日

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
期
間
で

す
。
市
で
は
、
１１
月
１４
日

�
に
、
イ
コ
ー
ラ
ム
（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

で
、
つ
ど
い
「
暴
力
の
な

い
社
会
へ
〜
彼
女
の
苦
し

み
を
見
過
ご
さ
な
い
」
を

開
催
し
ま
す（
く
わ
し
く
は

市
政
だ
よ
り
１０
月
１５
日
号

に
掲
載
。
１１
月
７
日
�
ま

で
に
要
申
込
み
で
抽
選
）。

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る

暴
力
を
振
る
わ
な
い
・
許

さ
な
い
・
見
過
ご
さ
な
い

た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｄ
Ｖ
被
害
の
実
態

内
閣
府
の
調
査
（
平
成

２３
年
度
）
に
よ
る
と
、
女

性
の
約
３
人
に
１
人
が
配

偶
者
か
ら
身
体
的
暴
力
、

精
神
的
暴
力
、
性
的
暴
力

の
い
ず
れ
か
の
暴
力
を
１

度
以
上
受
け
た
こ
と
が
あ

り
、
約
１０
人
に
１
人
は
何

度
も
こ
れ
ら
の
暴
力
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
に
全
国
の
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数（
内

閣
府
調
べ
）
は
９
万
９
９

６
１
件
で
過
去
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
特
徴
と

サ
イ
ク
ル

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
に
は
一

定
の
タ
イ
プ
が
な
く
、
年

齢
、
学
歴
、
職
種
、
年
収

に
関
係
が
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
当
た
り
が

良
く
、
社
会
的
信
用
の
あ

る
人
も
い
れ
ば
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
や
薬
物
依
存
、精

神
障
害
な
ど
が
関
連
し
て

暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
に
は
図
の

よ
う
に「
緊
張
の
蓄
積
期
」

「
暴
力
の
爆
発
期
」「
ハ
ネ

ム
ー
ン
期
」
と
呼
ば
れ
る

サ
イ
ク
ル
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
暴
力
行
為

後
に
、
加
害
者
か
ら
も
う

二
度
と
暴
力
は
振
る
わ
な

い
と
謝
罪
さ
れ
た
り
優
し

く
さ
れ
た
り
す
る
と
、「
本

当
は
優
し
い
人
な
ん
だ
」

「
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ

男
女
が
と
も
に
認
め

あ
い
尊
重
で
き
る
社
会

を
め
ざ
し
て
、
ひ
と
こ

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

し
ま
す
。
入
選
作
品
は

来
年
６
月
の
「
男
女
共

同
参
画
週
間
記
念
の
つ

ど
い
」で
紹
介
し
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
い
ず
れ
か
）

の
方

※
小
・
中
学
生
、

高
校
生
を
除
く
。

�内

自
作
で
未
発
表
の
５０
字

以
内
（
句
読
点
、
ス
ペ

ー
ス
を
含
む
）
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

※
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
、
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

�申

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
基
本
事

項（
１２
面
に
掲
載
）、
学

生
は
学
校
名
・
学
年
を

来
年
３
月
３１
日
�
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
直
接
も
可
）

�申
�問
〒
５７８
―

０
９
４
１

岩
田
町
４
―

３
―

２２
―

６
０

０

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２（
９
６
０
）９
２

０
１
、
�
０
７
２
（
９

６
０
）
９
２
０
７
、
�

ik
o
ra
m
u
@
n
ifty
.

co
m

が
あ
っ
た
か
ら
仕
方
が
な

い
」
と
被
害
者
が
暴
力
を

許
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
し
ば

ら
く
す
る
と
ま
た
暴
力
が

起
こ
り
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
重
ね
る
に
つ
れ
暴
力
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
と
き
は

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

あ
な
た
が
Ｄ
Ｖ
被
害
を

受
け
た
ら
、
決
し
て
自
分

を
責
め
ず
、
我
慢
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き

は
、
迷
わ
ず
警
察
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

重
大
な
危
害
を
受
け
る

恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、

被
害
者
か
ら
の
申
立
て
に

よ
り
裁
判
所
が
加
害
者
に

対
し
保
護
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

他
、
国
や
地
方
公
共
団
体

で
も
一
時
保
護
施
設
や
相

談
機
関
を
設
け
、
被
害
者

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
近

く
の
支
援
機
関
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
を
受
け
た
と
き

話
を
聞
く
こ
と
が
大
切

友
人
や
周
囲
の
人
か
ら

Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
を
さ
れ

た
と
き
は
、
ま
ず
相
手
の

話
を
よ
く
聞
い
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
決

し
て
相
手
を
否
定
し
た
り
、

自
分
の
意
見
を
押
し
付
け

た
り
せ
ず
に
「
あ
な
た
は

悪
く
な
い
」「
暴
力
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
」
と
伝
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
相
談
者
に
子

ど
も
が
い
る
場
合
は
、
子

ど
も
へ
直
接
的
な
暴
力
が

な
く
て
も
、
子
ど
も
の
目

の
前
で
暴
力
を
振
る
う
こ

と
は
虐
待
と
同
じ
で
あ
り
、

子
ど
も
の
安
全
な
生
活
と

発
達
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

被
害
者
と
そ
の
子
ど
も
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
支

援
機
関
の
連
絡
先
な
ど
適

切
な
情
報
提
供
を
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
う
え
で
最
後
は
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
て
く

だ
さ
い
。

◇

◇

�問
男
女
共
同
参
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３

０
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

気軽に相談を

女性相談窓口

◇イコーラム（男女共同参画センター）
０７２（９６０）９２０６（１０時～１７時） ※月曜日と年

末年始は休館。月曜日が祝日の場合は開館し、

その翌日に休館。

◇大阪府東大阪子ども家庭センター�ＤＶ相談専用電話�
０６（６７２１）２０７７（平日９時～１７時４５分） ※年

末年始は休館。

◇大阪府女性相談センター
０６（６９４９）６０２２または０６（６９４６）７８９０（９時～

２０時） ※祝日・年末年始は休館。

男性相談窓口

◇イコーラム（男女共同参画センター）
０７２（９６６）５００２（毎月第１土曜日１３時～１７時、

第３水曜日１９時～２１時）

「女性の人権ホットライン」強化週間
専用電話相談 0570（070）810

夫、パートナーからの暴力、セクシュアル・

ハラスメント、ストーカー行為など、女性をめ

ぐるさまざまな人権問題の相談に、人権擁護委

員が応じます。 �時１１月１７日�～２１日�８時３０
分～１９時、２２日�・２３日	１０時～１７時 専用電
話 ０５７０（０７０）８１０

�問
大阪法務局人権擁護部 ０６（６９４２）９４９６


人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）３８２３
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交
際
中
の
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
防
止
法
適
用

�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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振るわない・許さない・見過ごさない

男
女
が
尊
重
し
あ
え
る
社
会
へ

ひ
と
こ
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２６年１１月１日

mailto:ikoramu@nifty.com
mailto:ikoramu@nifty.com


本
市
は
未
来
を
担
う
青

少
年
が
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
昭
和
６０
年
１１
月
に

「
青
少
年
健
全
育
成
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
青
少
年
の
健
全
育
成
に

対
す
る
意
識
が
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
広
が
る
よ
う

に
、
毎
年
１１
月
を
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
が
一
体
と
な
り
、

未
来
を
担
う
青
少
年
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ

ま
ち
づ
く
り
に
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
】

青
少
年
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

�時
１１
月
９
日
�
１３
時
〜

１５
時
３０
分

�所
ユ
ト
リ
ー

ト
東
大
阪

◇

◇

�問
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

８
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

青少年健全育成都市宣言
あすの社会を担い、未来の平和と繁

栄を築くものは青少年です。

青少年が誇りと責任を自覚し、たく

ましく健やかに成長することは、市民

すべての願いです。

この願いを実現するため、青少年自

らの努力を期待するとともに、家庭、

学校をはじめ地域社会が一体となり、

市民の総力をあげて青少年が健やかに

育つまちづくりをすすめることを決意

し、本市を「青少年健全育成都市」と

することをここに宣言します。

昭和６０年１１月１日

気づいてあげてください
虐待シグナルチェック

虐待を受けている子どもが、自分から
助けを求めることは困難です。虐待かど
うかはっきりしなくても、次に当てはま
るような子どもを見かけたときは、ため
らわずに児童虐待通告窓口へお知らせく
ださい。
相談や連絡が、子どもを助けることや、

子育てに苦しんでいる保護者に支援を行
うきっかけにつながります。

□ 不自然な外傷（打撲、火傷など）が
見られる

□ 衣服が汚れている、元気がなく表情
が暗い

□ 虚言、万引き、家出などの問題行動
を繰り返す

□ 年齢にそぐわない性的な言動が見ら
れる

□ 保護者が長期不在でいつも子どもだ
けでいる

□ 登校せず、食事を与えられていない
□ 大声が聞こえ、暴力を振るわれてい
る様子が感じられる

児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
子
ど
も
の
生
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
の
痛
ま
し

い
事
件
も
後
を
絶
た
ず
、

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も

の
心
身
の
発
達
や
人
格
の

形
成
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
た
め
、
よ
り
早
く
気

づ
き
、
対
応
や
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
社
会
の
目
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
虐
待
か
ら

守
ら
れ
る
よ
う
、
児
童
虐

待
防
止
へ
の
関
心
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
児
童
虐
待
防

止
の
願
い
を
込
め
た
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
の
普
及

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は

市
役
所
本
庁
舎
７
階
子
ど

も
見
守
り
課
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
に
あ
わ
せ
て
、
講
演

会
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
虐
待
防
止

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

ま
す
。

�時
１１
月
５
日
�
８
時
か

ら

�所
近
鉄
瓢
�
山
駅
・

若
江
岩
田
駅
・
布
施
駅

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

保
健
・
福
祉
・
教
育
関

係
者
や
民
生
委
員
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
普
及
啓

発
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。�時

�所
▽
１１
月
１８
日
�
�

瓢
�
山
商
店
街
周
辺

▽

２０
日
�
�
若
江
岩
田
商
店

街
周
辺

▽
２５
日
�
�
布

施
商
店
街
周
辺

☆
い
ず

れ
も
１６
時
３０
分
か
ら

�申

基
本
事
項（
１２
面
に
掲
載
）

を
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で

展
示
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
虐
待
防
止
を
啓

発
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ネ

ル
の
展
示
、
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

�時
１１
月
４
日
�
〜
２８
日

�（
土
・
日
曜
日
、祝
休
日

を
除
く
）

�所
市
役
所
本
庁

舎
７
階
子
ど
も
見
守
り
課
、

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

※
１１
月
６
日
�
・
７
日
�

は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル
で
も
実
施
。

が
ん
ば
る
人
に
エ
ー
ル

子
育
て
講
演
会

「
自
分
ら
し
い
子
育
て

〜
頑
張
っ
て
い
る
あ
な
た

へ
の
エ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

作
家
・
家
田
荘
子
さ
ん（
写

真
）
が
、
取
材
を
通
し
て

出
会
っ
た
方
の
お
話
か
ら
、

も
が
き
な
が
ら
も
前
を
見

つ
め
て
が
ん
ば
る
方
へ
の

エ
ー
ル
を
込
め
て
講
演
し

ま
す
。

�時
１１
月
２７
日
�
１４
時
〜

１６
時

�所
イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

�定
２
０
０
人
（
申
込
先
着

順
）

※
保
育
（
定
員
３０

人
で
要
申
込
み
）
と
手
話

通
訳
あ
り
。

�申
基
本
事

項
（
１２
面
に
掲
載
）
と
保

育
の
要
否
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

◇

◇

�申
�問
子
ど
も
見
守
り
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

子育て相談ダイヤル 072（961）0178（２４時間３６５日）

虐待は特別な家庭の問題ではありません。さまざまなストレスに
よって心のバランスが崩れると、どの家庭でも虐待につながる恐れ
があります。
子育てには不安や悩みがつきものです。一人で抱え込まないで、
家族や友人、相談窓口（保健センター、家庭児童相談室、子育て支
援センターなど）または子育て相談ダイヤルに相談してください。

児童虐待相談・通告先
【児童虐待相談・通告先】
�東・中・西福祉事務所家庭児童相談室（９時～１７時３０分）
東�０７２（９８８）６６１９、�０７２（９８８）６６７１
中�０７２（９６０）９２７４、�０７２（９６４）７１１０
西�０６（６７８４）７９８２、�０６（６７８４）７６７７
�大阪府東大阪子ども家庭センター
０６（６７２１）１９６６、�０６（６７２０）３４１１
０６（６７２１）５３３６	通告専用・児童虐待１１０番

０７２（２９５）８７３７	夜間、休日
（平日１７時４５分～翌日９時。土・

日曜日、祝休日２４時間）

【児童虐待通告先】
�チャイルドレスキュー１１０番	大阪府警察本部

０１２０（００）７５２４（２４時間３６５日）

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

たたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめ
らららららららららららららららららら
わわわわわわわわわわわわわわわわわわ
ずずずずずずずずずずずずずずずずずず

知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせ
てててててててててててててててててて
つつつつつつつつつつつつつつつつつつ
なななななななななななななななななな
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

命命命命命命命命命命命命命命命命命命
のののののののののののののののののの
輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪

健やかに育つまちづくり

青少年健全育成強調月間

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２６年１１月１日



�犬・猫に関する相談は動物指導センター（０７２‐９６３‐６２１１）まで。
�一般健康相談は廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。
�（北部）は盾津鴻池公民分館分室です。

５日�・１０日�
１３：２０～１４：２０

４日�・１８日�
９：１０～１０：００

４日�・１８日�
１３：４５～１４：３０

ＢＣＧ接種
�５か月から１歳の誕生
日の前日までの乳児�

１４日� １３：００から２０日�１３：００～１５：００離乳食講習会

１１日�・２５日�
１３：１５～１４：１５

７日�・２１日�
１３：００から

１２日�（北部）
１３：３０から

１４日�・２８日�
１３：３０～１４：４０

３歳６か月児健康診査
〈平成２３年５月生まれ〉

※個別に通知しています。

４日�・１８日�
１３：１５～１４：１５

１４日�・２８日�
１３：００から

（北部は来月）

１９日�・２６日�
１３：４０～１４：４０

１歳６か月児健康診査
〈平成２５年４月生まれ〉

（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１２日�・１９日�・２６日�
１３：００～１４：１０

１１日�・２５日�
９：１０から

１８日�（北部）
１３：１５から

１１日�・２５日�
１３：２０～１４：１０

４か月児健康診査
〈平成２６年７月生まれ〉

※個別に通知しています。

月曜日～金曜日 ９：００～１２：００・１２：４５～１７：３０電話健康相談

２６日�
９：１０～１０：００

６日�・１３日�
９：２０～１０：３０

１３日�
９：３０～１０：００

骨密度測定（予約制、
対象は２０歳以上の方）

１７日�
１４：００～１５：００

６日�・２０日�
１４：００～１５：００

結核相談

４日�・１１日�・１８日�
１４：００～１６：００

５日�・１９日�
１０：００～１２：００

４日�・１８日�
１０：００～１２：００

１１日�・１２日�・２０日�・
２５日�・２６日�

１４：００～１６：００

４日�・５日�・６日�・
２０日�

１４：００～１６：００

こころの健康相談（予約
制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

１０日�
９：３０～１１：００

１２日�・２６日�
９：３０～１１：００

６日�・２０日�
９：３０～１１：００

専門相談
	






�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ

ルス検査

�






�

（証明書の発行はありません）

西保健センター
（０６‐６７８８‐００８５）

中保健センター
（０７２‐９６５‐６４１１）

東保健センター
（０７２‐９８２‐２６０３）

ところ
行 事

０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４

環境衛生検査

センター

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

９：３０

〜

１１：００

１０日�水道法に基づく
飲用水水質検査（予約制）

０６（６７８８）４４８３

�０６（６７８８）２０６４
各４３２円

４日�
１８日�寄生虫卵検査、

ぎょう虫卵検査

２，４８０円
検便（赤痢菌、サルモネ
ラ属菌、大腸菌Ｏ１５７）

受付場所料 金受付日・時間検査の種類

医 歯科医歯科医 薬局薬局を
もちましょう

医 歯科医 薬局
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生駒山系で猛毒キノコ「カエン

タケ」の発生が確認されています。

このキノコは、誤食すると重篤な

症状を引き起こします。また、触

れるだけでも皮膚炎になります。

見知らぬキノコにはむやみに触れ

ないようにしましょう。

カエンタケの毒成分は、皮膚に

付着するとゆっくり染み込んでい

きます。万一、触れてしまった場

合は、接触した部分を少しでも早

く石けん（界面活性剤が有効）ま

たは水、お茶で洗い流し、すぐに

医療機関で受診してください。

カエンタケの画像などは、市ウ

ェブサイトをご覧ください。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、

�０７２（９６０）３８０７

自死遺族のための
わかちあいの会

大切な方を自死で亡くされた方が、

気持ちを安心して話せる場です。

�時１１月１５日�１４時～１６時 �所花園生
活支援センター（岩田町２）

�問健康づくり課

ご協力を～１１月の献血

�時�所�１１月２日��花園中学校
�４日��イオン鴻池店 �７日�
�近鉄瓢�山駅南側 �１３日�、２４
日��フレスポ東大阪 �１６日��
ＪＲ長瀬駅 �２１日��イトーヨー
カドー東大阪店 �２３日��石切神
社 �３０日��大阪シティ信用金庫
枚岡支店（西石切町３）、英田南小学

校 ※受付時間は場所によって異な

り、日程を変更する場合もあります。

受付時に保険証などで本人確認をし

ます。

�問�大阪府赤十字血液センター
０６（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００
�地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

カキの生食による
食中毒にご注意

毎年、冬になるとカキの生食によ

る食中毒が増加します。これはノロ

ウイルスに汚染された貝類を生や充

分に加熱調理せず食べた場合に起こ

ります。潜伏期間は１～２日で吐き
おう と

気や嘔吐、下痢、腹痛などが起こり、

２～３日後に回復に向かいます。

カキは生食用と加熱用があります

が、加熱用は絶対に生で食べないで

充分加熱してください。調理すると

きは手洗いを入念に行い、専用のま

な板やボウルなどを使用しましょう。

また、使った器具や容器も洗浄後に

熱湯か漂白剤で消毒してください。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

１１月８日は「いい歯の日」
し こう

歯周病は、歯垢の中の歯周病菌が

歯ぐきに炎症を起こし、歯を支えて

いる組織が徐々に破壊されていく病

気で、中高年の歯を失う原因の半数

を占めています。また、全身の健康

に影響をおよぼすこともあるため、

注意が必要です。毎日正しいブラッ

シングを行って、歯の生活習慣病で

ある歯周病を予防しましょう。

１１月２日�に希来里で開催する「健
康フェスタ」（７面参照）では、歯・

お口の健康に関するイベントを行い

ますので、ぜひお越しください。

�問健康づくり課

ヘルスメイトと丈夫な骨づくり
骨粗しょう症予防料理教室

�時１１月２０日�１３時～１５時３０分 �対
市内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内調理実習と試食、骨密度測定 �料
３５０円 �持エプロン、三角巾、手ふき
（２枚） �申１１月１８日�までに電話で
�所�申�問西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�１１月４日�１０時～１１時�東
保健センター �１２日�１０時～１１時
�縄手南公民分館 �１４日�１３時３０
分～１４時１５分�西保健センター �
１９日�１０時～１１時�はすの広場（近
江堂） �２０日�９時３０分～１０時３０
分�中保健センター �２６日�１０時
～１１時�ももの広場（楠根） �２８日
�１０時～１１時�森河内公民分館 �対
３歳未満の乳幼児 �内身体測定、育
児・栄養相談など

�問東・中・西保健センター

猛毒キノコ�カエンタケ�
ご注意ください
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毎年１１月１４日は、世界糖尿病デ

ーです。

日本の糖尿病患者は年々増加し

ており、４０歳以上の「糖尿病が強

く疑われる人」または「糖尿病の

予備群」は合わせて約２，０５０万人と

推計されています。
まっしょう

糖尿病は進行すると、末梢神経
え そ

障害による壊疽や腎不全による人

工透析治療、失明、脳梗塞や心筋

梗塞など重篤な症状を引き起こし、

高齢者の場合は認知症を促進する

ともいわれています。

糖尿病には自覚症状がほとんど

なく、放置している方も少なくあ

りません。症状が現れたときには

かなり進行しているため、早期発

見・早期治療が大切です。糖尿病

予備群や糖尿病域の方は、重症化

を防ぐため食事や運動などの生活

習慣の改善を図りましょう。

１１月２日�に希来里で開催する
「健康フェスタ」（７面参照）では、

糖尿病予防・改善の啓発コーナー

を設けます。ぜひお越しください。

�問健康づくり課

世界では７秒に１人、
糖尿病関連で亡くなっています

１１月１４日は
世界糖尿病デー

東 大 阪 市 政 だ よ り （６）平成２６年１１月１日



エコクッキング～食材を使いきろう

�時１１月１７
日�１３時～
１６時 �定１５
人（申込先

着順） �料３５０円 �持エプロン、三角
巾、手ふき（２枚） �申基本事項（１２
面に掲載）を１１月１３日�までに電話
で（ファクス、直接も可）

�所�申�問中保健センター

成人歯科健康相談

�時�所�１１月６日�、１２月４日��中
保健センター �１１月１３日��東保
健センター �１１月２６日��西保健
センター ☆いずれも９時３０分～１１

時３０分 �対市内在住の２０歳以上の方
�定各１２人（申込先着順） �申電話で
�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�定�申�１２月１８日�９時１５分か
ら・９時５０分から�市民会館展示室
／５０人（申込先着順）／１１月１２日�か
ら西保健センターに電話で �１２月
２２日�９時３０分～１０時３０分�東保健
センター／３０人（申込先着順）／１１月

４日�から電話で �１２月２５日�１３
時から・１３時４５分から・１４時３０分か

ら�中保健センター／５５人（申込先
着順）／１１月４日�から電話で �対
平成２６年４月１日現在、４０歳以上の

偶数年齢の女性 �料８００円 ※後期高

齢者医療被保険者証または高齢受給

者証をお持ちの方と、生活保護受給

者または市民税非課税世帯の方で事

前に保健センターで無料受診券の交

付を受けた場合は無料。

�申�問東・中・西保健センター

健康・禁煙相談広場

�時�所�１１月４日���グリーンパ
ル（中鴻池） �１１日���東保健
センター �１１日���ももの広場
（楠根） �１２日���中保健セン
ター �１３日���夢広場（布施駅
前） �１８日���ゆうゆうプラザ
（日下） �１８日���はすの広場
（近江堂） �２１日���やまなみ
プラザ（四条）、中保健センター ☆

�は１０時３０分～１１時３０分、�は１５時
～１６時 �対市内在住の２０歳以上の方
�問東・中・西保健センター

ふぐの素人調理はやめましょう

ふぐはテトロドトキシンという毒

を持っています。毒はキモ（肝臓）、

マコ（卵巣）、腸などに含まれており、

ふぐの種類によっては皮や身の部分

にも毒を持っている場合があります。

ふぐの毒力は、青酸カリの約１，０００倍

といわれ、加熱してもなくなりませ

ん。ふぐの食中毒は、呼吸困難を起

こし、高い確率で死亡する怖いもの

です。

お店でふぐを提供するには、「ふぐ

販売営業」の許可と「ふぐ取扱登録

者」の資格が必要です。家庭で食べ

る場合は、適切に処理されたふぐを

使用してください。釣ってきたふぐ

を素人が調理することは危険なので

絶対にやめましょう。

また、豆アジなどの小魚にふぐの

稚魚が混入している事例が全国で発

生しています。購入した魚の中に、

形の異なる魚が混じっていないか、

確認してから調理しましょう。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

展示や相談、体験コーナー、ス

タンプラリーなどで、健康を楽しく

学びませんか。 �時１１月２日�１０時
き ら り

～１５時 �所希来里（若江岩田駅前）
�内【５階 くすのきプラザ】�食
事バランスチェック～糖尿病を予

防しよう �アルコールと上手に
付き合おう� �ストレスについ
て知ろう� など 【３階 中保健
センター・大会議室】�ととのえ

ましょう�ボディスコア �肺が
ん検診 �心配いらない心肺蘇生
�歯の健康相談と口腔がんについ
ての相談 �歯科医師による講演
か そ しゃく

「噛んで健康、咀嚼の不思議」（１０

時３０分～１２時） �マジックショ
ー・バルーン（１３時～１４時）など

�問�地域健康企画課 ０７２（９６０）

３８０１、�０７２（９６０）３８０６ �健康づ
くり課

「酒は百薬の長」などといわれ

るように、お酒は生活に豊かさと

潤いを与えてくれるとともに、お

酒に関する伝統と文化は私たちの

生活に深く浸透しています。

一方で、多量飲酒などによって、

急性アルコール中毒やアルコール

依存症といわれる病気のほか、生

活習慣病や臓器障害、がん、睡眠

障害、うつ病にもつながります。

さらに、一気飲みをさせるなどの

飲酒の強要は深刻な事故を引き起

こすこともあります。また、未成

年の飲酒は心身に害を与え、妊婦

の飲酒は胎児に悪影響をおよぼし

ます。これらアルコール健康障害

は、本人の健康のみならず、その

家族や社会に対しても重大な問題

を生じさせる危険性を高めます。

国は、国民の健康保護と安心し

て暮らすことのできる社会をめざ

して、今年６月「アルコール健康

障害対策基本法」を施行し、１１月

１０日～１６日をアルコール関連問題

啓発週間としています。この機会

に、アルコール健康障害の予防に

ついて考えてみましょう。

なお、アルコール関連問題につ

いては、最寄りの保健センターへ

ご相談ください。

�問健康づくり課
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健康づくりスポーツ「カーリンコン」

�時１１月１３日�１３時３０分～１５時３０分
�対運動制限がない方 �定４０人（申込
先着順） �持運動ができる服・靴、
タオル、飲み物 �申基本事項（１２面
に掲載）を１１月４日�から電話で（フ
ァクス、直接も可）

�所�申�問中保健センター

体内年齢若返りへＧｏ�
つんく体操（愛称）・脳トレ体操

市のイメージソング「東大阪めっ

ちゃ元気な『まち』やねん」に合わ

せて体操をします。 �時１１月４日�
１３時３０分～１５時３０分 �対運動制限の
ない方 �定３０人（申込先着順） �持
運動ができる服・靴、タオル、飲み

物 �申電話で
�所�申�問中保健センター

肺がんとＣＯＰＤ講演会
トーク＆ピアノコンサート

�時１１月１２日�１３時３０分～１５時３０分
�所イコーラム（男女共同参画センタ
ー） �定２４０人（当日先着順） �内講演
「今、知っておきたい肺の生活習慣

病～肺がんとＣＯＰＤ（慢性閉塞性

肺疾患）」、トーク＆ピアノコンサート

�問�ＮＰＯ法人東大阪エイフボラ
ンタリーネットワーク ０６（６７２２）

０９７７ �健康づくり課

マタニティクッキング

�時１１月２１日�１３時３０分～１６時 �対
妊娠２０週以降の妊婦 �内マタニティ
期の栄養、料理テクニック �持母子健
康手帳 �申１１月２０日�までに電話で
�所�申�問西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時１１月１８日�９時１０分から・１０時
から �対�肺がん検診�市内在住の
４０歳以上の方 �結核検診�市内在
住の６５歳以上の方 �定４０人（申込先
着順） �申電話または直接
�所�申�問西保健センター

脚力判定会

�時１１月５日� ☆花園中央公園に

９時１５分～３０分集合、１２時解散 ※

雨天中止。 �対市内在住の方 �内歩
幅、時速など歩行状態の判定 �持運
動ができる服・靴、タオル、飲み物

※保険代４０円が必要。

�問中保健センター

糖尿病食事学習会

�時１１月１４日�１０時３０分～１３時 �対
糖尿病食事療法をしている方とその

家族 �定１０人（申込先着順） �内講
話「秋の食事で気をつけたいこと」、

調理実習、試食 �料７００円 �持エプロ
ン、三角巾、手ふき �申１１月１０日�
までに電話または直接

�所�申�問東保健センター

安心・安全・清潔を約束
店頭にＳマークを掲示

１１月は標準営業

約款普及登録促進

月間です。標準営

業約款制度は、消

費者や利用者を守

るため、法律で定められた制度です。

厚生労働大臣認可の約款に従って営

業することを登録した「理容所」「美

容所」「クリーニング所」「めん類飲

食店」「一般飲食店」では、店頭にＳ

マーク（写真）を掲げています。登

録店は、安心・安全・清潔を約束す

る信頼できる店です。

�問�（公財）大阪府生活衛生営業指
導センター ０６（６９４３）５６０３、�０６
（６９４６）９３０６ �環境薬務課 ０７２

（９６０）３８０４ �食品衛生課 ０７２（９６０）

３８０３ ☆�はいずれも０７２（９６０）３８０７

次の４つの質問にお答えください。

�飲酒量を減らさなければいけないと感じたこ
とがありますか
�他人に自分の飲酒を非難され、気を悪くした
ことがありますか
�自分の飲酒で、悪いとか申し訳ないと感じた
ことがありますか
�神経を落ち着かせるため、また二日酔いを治
すために、「迎え酒」をしたことがありますか

４項目のうち２項目以上当てはまればアルコ
ール依存症の可能性が高いとされています。

節度ある適度な飲酒は？

�ビール �１杯（５００�）
�グラスワイン

�小２杯（２００�）
�日本酒 �１合（１８０�）
�ウイスキー
�ダブル１杯（６０�）
これを１単位として、
男性は１日１単位以下、
女性はその半分が適量と
されています。

健康フェスタ２０１４
健康づくりの輪を広げよう

アルコールスクリーニングテスト

１１月１０日からはアルコール関連問題啓発週間

不適切な飲酒に気をつけましょう

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（７） 平成２６年１１月１日



１２
月
１
日
か
ら
市
立
総

合
病
院
の
整
形
外
科
の
外

来
診
療
を「
紹
介
予
約
制
」

と
し
、
救
急
の
場
合
を
除

き
、初
診
は
原
則
と
し
て
紹

介
状（
診
療
情
報
提
供
書
）

を
持
参
し
た
方
の
み
と
な

り
ま
す
。こ
の
制
度
は
、総

合
病
院
と
地
域
医
療
機
関

と
の
連
携
強
化
と
機
能
分

化
を
図
り
、
良
質
な
医
療

を
効
率
的
に
提
供
す
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

紹
介
予
約
制
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
総
合
病
院
の

整
形
外
科
の
初
診
を
希
望

す
る
方
は
ま
ず
、
お
近
く

の
整
形
外
科
医
療
機
関（
地

域
医
療
機
関
）
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
地
域
医
療

機
関
で
診
察
の
結
果
、
総

合
病
院
で
の
急
性
期
医
療

が
必
要
な
場
合
に
は
、
地

域
医
療
機
関
の
医
師
が
紹

介
状
を
作
成
し
ま
す
。
総

合
病
院
で
は
、
紹
介
内
容

に
従
い
最
も
適
切
な
専
門

分
野
の
整
形
外
科
医
の
医

療
を
予
約
の
う
え
、
受
診

し
て
い
た
だ
き
、
病
状
が

一
段
落
す
れ
ば
、
地
域
医

療
機
関
へ
逆
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
紹
介
状
な
し
で

総
合
病
院
に
来
院
し
た
方

に
は
、
か
か
り
つ
け
医
コ

ー
ナ
ー
で
地
域
医
療
機
関

を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
紹
介
状
を
用
意

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
、

救
急
対
応
が
必
要
な
場
合

や
総
合
病
院
の
整
形
外
科

受
診
中
で
次
回
予
約
時
ま

で
に
病
状
が
悪
化
し
た
場

合
、
地
域
医
療
機
関
受
診

中
に
手
術
な
ど
の
急
性
期

医
療
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

適
切
に
診
療
し
ま
す
。

総
合
病
院
は
、
入
院
治

療
を
必
要
と
す
る
重
症
救

急
患
者
の
医
療
を
担
当
す

る
二
次
救
急
指
定
病
院
で

す
。
今
後
は
本
来
の
役
割

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
よ

り
良
い
医
療
提
供
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�問
市
立
総
合
病
院
医
事

課

０
６
（
６
７
８
１
）

５
１
０
１
、�
０
６（
６
７

８
１
）
２
１
９
４

総 合 病 院 って
どんなところ？

教えて！西嶌院長 
にしじま 
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市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
東
大
阪

商
工
会
議
所
の
協
力
で

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ト
ラ
イ
く
ん
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
年
賀
ハ
ガ
キ
３

万
枚
を
販
売
し
ま
す
。

年
賀
ハ
ガ
キ
は
、
宛
名

面
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
印
刷
、
裏
面
は

白
紙
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
紙
で
す
。

販
売
日
・
場
所

▽

１１
月
１４
日
�
９
時
〜
１７

時
３０
分
�
市
役
所
本
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー
、イ
オ
ン

東
大
阪
店
２
階

▽
１７

日
�
以
降
９
時
〜
１７
時

３０
分（
土
・
日
曜
日
、祝

休
日
を
除
く
）�
東
大
阪

商
工
会
議
所

※
完
売

次
第
終
了
。予
約
不
可
。

販
売
価
格

１
枚
５２
円

販
売
枚
数

３
万
枚

【
ト
ラ
イ
く
ん
壁
紙
】

パ
ソ
コ
ン
の
壁
紙
と

し
て
使
用
で
き
る
ト
ラ

イ
く
ん
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
デ
ー
タ
（
年
賀
ハ
ガ

キ
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
異

な
る
）
を
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

市
の
魅
力
発
信
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�問
企
画
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
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０
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こ
の
ほ
ど
、
元
市
議

会
議
員
の
大
辻
二
三
一

さ
ん
が
、
日
本
の
歴
史

や
文
学
、
世
界
の
思
想

に
関
す
る
書
籍
な
ど
計

２
５
０
冊
を
市
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

大
辻
さ
ん
は
、
昭
和

５８
年
か
ら
７
期

２８
年
間
に
わ
た

っ
て
市
議
会
議

員
と
し
て
主
に

教
育
行
政
に
尽

力
さ
れ
、
平
成

２４
年
の
秋
に
は

旭
日
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し

た
。受

章
か
ら
３
年
を
迎

え
ら
れ
た
大
辻
さ
ん

は
、
若
い
人
た
ち
を
は

じ
め
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
読
書
に
親
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
と
、
文

化
庁
監
修
の
国
宝
全
１５

巻
や
日
本
文
学

全
集
な
ど
自
宅

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
計

２
５
０
冊
の
書
籍
の
寄

贈
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
辻
さ
ん
は
「
子
ど
も

の
読
書
離
れ
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
の
で
、
特
に

子
ど
も
た
ち
に
目
を
向

け
て
ほ
し
い
で
す
。
読

書
を
通
じ
て
忍
耐
強
く
、

優
し
い
心
を
も
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

寄
贈
を
受
け
た
書
籍

は
、
花
園
図
書
館
で
所

蔵
し
、
随
時
閲
覧
や
貸

出
し
を
行
い
、
青
少
年

の
健
全
育
成
や
生
涯
学

習
な
ど
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

昭
和
４２
年
に
建
設
さ
れ

た
市
民
会
館
と
文
化
会
館

は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
文

化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
し

て
、ま
た
豊
か
な
暮
ら
し
、

交
流
な
ど
を
実
現
す
る
場

と
し
て
、
広
く
活
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

築
後
５０
年
近
く
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽

化
が
進
行
し
、
耐
震
性
に

つ
い
て
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は
、

市
民
会
館
と
文
化
会
館
の

機
能
を
集
約
し
、中
核
市
・

東
大
阪
市
の
シ
ン
ボ
ル
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
芸
術
の

創
造
と
発
信
の
拠
点
と
な

る
新
市
民
会
館
を
整
備
す

る
こ
と
を
決
定
し
、こ
の
ほ

ど「
新
市
民
会
館
整
備
基
本

構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

同
基
本
構
想
は
、
市
の

現
状
や
市
を
取
り
巻
く
状

況
を
分
析
し
、
市
民
の
意

見
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

懇
話
会
や
庁
内
検
討
委
員

会
で
議
論
と
検
討
を
重
ね

た
う
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
策
定
し
て

い
ま
す
。

基本的な
考え方

新
市
民
会
館
の
基
本
的

な
あ
り
方
を
次
の
３
つ
に

ま
と
め
ま
し
た
。

��
文
化
と
芸
術
が

生
ま
れ
る
空
間

�
い
ま
私
た
ち
の
目
の

前
で
生
ま
れ
・
皮
膚
に
響

き
・
心
が
震
え
る
�
―
―

そ
の
よ
う
な
感
動
や
共
感

を
体
験
で
き
る
と
と
も
に

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

会
館
」
と
し
て
、
市
民
に

末
永
く
愛
さ
れ
る
文
化
芸

術
の
殿
堂
と
す
る
取
組
み

を
進
め
ま
す
。

��
人
と
ま
ち
と

文
化
を
結
ぶ

交
差
点

一
人
ひ
と
り
が
文
化
芸

術
の
感
動
を
体
験
で
き
る

空
間
と
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
人
々
が
つ
な
が
り
、

交
流
し
、
広
が
る
よ
う
な

場
や
機
会
の
提
供
を
図
り

ま
す
。
施
設
利
用
時
以
外

も
施
設
内
外
で
人
々
が
気

軽
に
集
え
る
よ
う
、
ま
ち

と
の
関
わ
り
を
創
出
し
ま

す
。��

創
造
を

発
信
す
る
拠
点

文
化
芸
術
の
創
造
の
主

体
で
あ
る
市
民
が
、
自
主

性
・
創
造
性
を
充
分
に
活

か
し
、�
演
奏
し
た
い
、
表

現
し
た
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
�
と
い
う
思
い
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
拠
点

と
し
ま
す
。
ま
た
、
市
外

か
ら
も
訪
問
さ
れ
る
よ
う

な
特
色
あ
る
取
組
み
を
行

い
、
本
市
の
都
市
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

基本
コンセプト

鼓
動
・
協
働
・
躍
動

ワ
タ
シ
を
う
ご
か
す
場
所

〜
ワ
ク
ワ
ク
・
感
動
工
場
〜

文
化
芸
術
に
触
れ
「
鼓

動
」
を
感
じ
る
。
人
と
何

か
に
い
っ
し
ょ
に
取
り
組

む
「
協
働
」
の
喜
び
を
得

ら
れ
る
。
表
現
・
創
造
・

成
長
す
る
「
躍
動
」
の
舞

台
と
な
る
。

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

そ
の
喜
び
が
日
々
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
る
施
設
を
め

ざ
し
ま
す
。

「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち

東
大
阪
」
の
町
工
場
が
挑

戦
心
・
創
造
性
を
育
み
、

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
を
達
成
し
た
よ
う

に
、
新
市
民
会
館
で
は
市

民
が
文
化
芸
術
と
出
会
い
、

生
み
出
し
、
育
て
る
こ
と

の
で
き
る
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
施
設
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
市
民
会
館
は「
感
動
」

を
生
産
す
る
「
工
場
」
と

な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。

【
主
な
導
入
機
能
】

大
ホ
ー
ル
、小
ホ
ー
ル
、

リ
ハ
ー
サ
ル
支
援
、展
示
、

大
小
会
議
室
、
屋
外
緑
地

な
ど【

建
設
予
定
地
】

御
厨
南
二
丁
目
（
旧
中

央
病
院
跡
地
）

◇

◇

今
年
度
中
に
、
こ
の
基

本
構
想
を
踏
ま
え
、
施
設

の
よ
り
具
体
的
な
内
容
を

検
討
す
る
基
本
計
画
の
策

定
を
行
い
、
平
成
３１
年
度

の
完
成
を
め
ざ
し
て
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
構
想
の
全
文
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

�問
新
市
民
会
館
建
設
室
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０
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０
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読書を通じて
強く優しい心を育んで

元
市
議
・
大
辻
二
三
一
さ
ん
が

２５０
冊
の
書
籍
を
寄
贈

市
立
総
合
病
院
の
機
能

や
取
組
み
を
西
嶌
院
長
が

定
期
的
に
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
と
し
て

市
立
総
合
病
院
は
、
平

成
１５
年
よ
り
国
が
指
定
す

る
「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
が
ん
の
患
者

さ
ん
が
病
状
に
応
じ
た
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
が
ん
対

策
基
本
法
な
ど
に
お
い
て
、

二
次
医
療
圏
に
原
則
１
か

所
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、

中
河
内
二
次
医
療
圏
（
東

大
阪
・
八
尾
・
柏
原
）
で

は
、
当
院
が
そ
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
が
ん
の
患

者
さ
ん
に
対
し
、
手
術
、

放
射
線
治
療
、
化
学
療
法

を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的

治
療
お
よ
び
緩
和
ケ
ア
も

提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

大
阪
府
に
は
、
国
が
指

定
す
る
１８
の
「
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の

ほ
か
に
、
府
が
指
定
す
る

４２
の
「
が
ん
診
療
拠
点
病

院
」
が
あ
り
ま
す
。
当
院

は
、
協
議
会
な
ど
を
通
じ

て
こ
れ
ら
の
拠
点
病
院
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
全
体
の
が
ん
診
療
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
病
院
や
診
療

所
と
の
連
携
を
深
め
、
国

の
「
地
域
が
ん
診
療
医
療

拠
点
病
院
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。【

が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
】

当
院
で
は
、
が
ん
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る

「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。相

談
員
が
話
を
聞
き
、

必
要
に
応
じ
て
院
内
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
疑

問
・
不
安
・
悩
み
を
解
決

す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

相
談
電
話

０
６（
６
７

８
３
）
３
４
６
６
（
平
日

９
時
〜
１６
時
）

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
と

合
同
訓
練

１０
月
１６
日
、
総
合
病
院

と
大
阪
府
立
中
河
内
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

災
害
訓
練
を
実
施
し
、
両

病
院
の
医
師
や
看
護
師
な

ど
約
１
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
）。

訓
練
は
、
高
速
道
路
上

で
４
台
の
大
型
バ
ス
が
多

重
衝
突
事
故
を
起
こ
し
、

多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
実
施
。
今

回
は
、
各
部
門
か
ら
の
情

報
に
対
し
、
災
害
対
策
本

部
の
職
員
が
的
確
な
意
思

決
定
、
指
揮
命
令
が
下
せ

る
か
ど
う
か
に
重
点
を
お

き
、訓
練
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、災
害
対
策
本
部
が
、

前
進
指
揮
所
と
の
連
絡
を

密
に
行
い
、各
エ
リ
ア（
重

症
・
中
等
症
・
軽
症
・
仮

設
病
棟
・
非
常
時
の
患
者

優
先
度
を
決
定
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
）
の
状
況
を
常
に

把
握
す
る
た
め
の
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。
今
年
で
４

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
た
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
に
際
し
、
来
院
さ

れ
て
い
た
患
者
さ
ん
、
入

院
中
の
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇

◇

�問
市
立
総
合
病
院
総
務

課
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６
（
６
７
８
１
）

５
１
０
１
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０
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６
７
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１
）
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基本的な考え方 文化と芸術が
生まれる空間
文化と芸術が
生まれる空間

人とまちと文化を
結ぶ交差点

創造を
発信する拠点

基本コンセプト

新市民会館の必要機能

新市民会館整備基本構想〈概要〉

鼓動・協働・躍動　ワタシをうごかす場所
～ワクワク・感動工場～

ハード面〈主な導入機能〉
●市民の多彩な文化芸術活動に対応する大ホ
ール・小ホール系機能
●幅広い舞台芸術活動などを支えるリハーサ
ル支援系機能
●市民の発表の場などに対応する展示系機能
●さまざまな目的に応じて利用できる大小会
議室機能
●まちから施設へとつなぎ、市民が集い、交
流できる屋外緑地機能　など

ソフト面〈主な管理運営方針〉
●利用者に「また来たい」と思っていただけ
るよう、満足感の向上を図る
●市民、ＮＰＯ、大学、芸術家、企業などと
コミュニケーションしながら信頼関係を築
き、協働で取組みを進める
●未来の担い手である青少年の育成や若手ア
ーティストの活動を支援する
●他市から訪れていただけるような特色ある
取組みを行い、東大阪市の都市魅力を全国
に発信する　など

基本コンセプトを実現するために、ハード面はソフト面を後
押しすることを念頭に一体として整備を図る

整備スケジュール

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本構想・基本計画 提案募集 民間事業者による設計・工事

事業手法検討

花園図書館の職員と談笑
する大辻さん（右）

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
民
会
館
・
文
化
会

館
の
老
朽
化
に
伴
い
整
備
す
る
新
市
民
会
館

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
必
要
機
能
な
ど
を
ま

と
め
た
「
新
市
民
会
館
整
備
基
本
構
想
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、平
成
３１
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽土地の所在：東大阪市御厨南二丁目 (旧中央病院跡地)

▽ア ク セ ス：近鉄奈良線八戸ノ里駅から北へ約200m
建設予定地の
位置など

河内小阪 八戸ノ里

八戸の里
小学校

大阪
商業大学 大阪商業

大学高校
市立
総合
病院

布施
警察署

布施
高校

近鉄奈良線 中
央
環
状
線

第
二
寝
屋
川

建設予定地

新新新新新新新新市市市市市市市市民民民民民民民民会会会会会会会会館館館館館館館館整整整整整整整整備備備備備備備備基基基基基基基基本本本本本本本本構構構構構構構構想想想想想想想想をををををををを策策策策策策策策定定定定定定定定新新市市民民会会館館整整備備基基本本構構想想をを策策定定
鼓動・協働・躍動 ワタシをうごかす場所～ワクワク・感動工場～

オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル

年年
賀賀
ハハ
ガガ
キキ
をを
販販
売売

ト
ラ
イ
く
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶

整
形
外
科
が
紹
介
予
約
制
に
な
り
ま
す

１２
月
１
日
か
ら
変
更

市立
総合病院

文
化
芸
術
の
創
造
と

発
信
の
拠
点
へ

オリジナル年賀ハガキのデザイン

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２６年１１月１日平成２６年１１月１日 （８）（９）
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５日�
１９日�

１５：３０～１６：２０八戸の里公園相撲場西側

１４：１０～１４：５０プレジデント東大阪（岩田町６）

１３：２０～１３：５０角田総合老人センター

７日�
２１日�

１５：２０～１６：００ライオンズマンション（若江東町２）

１４：１０～１４：４０府営東大阪玉串住宅

１３：２０～１４：００玉串西団地集会所前

４日�
１８日�

１５：３０～１６：００メープルコート（島之内１）

１４：１０～１４：４０府営東鴻池第二住宅

１３：２０～１４：００鴻北公園西側

１３日�
２７日�１５：２０～１６：００ＪＡ孔舎衙（日下町６）

１４：００～１４：４０マンハイム石切（日下町４）

７日�
２１日�

１５：１０～１５：４０シャルマンコーポ枚岡公園

１４：１０～１４：４０豊浦公民分館

１３：２０～１３：５０オーク新石切（西石切町７）

６日�
２０日�

１５：１０～１５：５０新池島町児童遊園

１４：００～１４：３０大池公園

１３：２０～１３：５０瓢�山稲荷神社東駐車場

１４日�
２８日�

１５：００～１５：４０桜井児童遊園

１４：００～１４：３０上六万寺児童遊園

１３：２０～１３：４０横小路メイ・トーラス

１１日�
２５日�

１５：００～１５：４０ダイアパレス横（西石切町２）

１４：００～１４：３０駅前公園（上石切町２）

１３：２０～１３：５０日下町丹波神社西側

１４日�
２８日�

１５：３０～１６：１０五百石公園（御厨東２）

１４：００～１４：３０新家西町第２公園

１３：２０～１３：５０御厨天神社境内

１３日�
２７日�

１５：２０～１６：１０稲田公園

１４：２０～１４：５０川俣処理場東側

１３：３０～１４：１０西堤神社境内

４日�
１８日�

１５：４０～１６：２０岸田堂南公園

１４：４０～１５：１０柏田公園

１３：４０～１４：３０金岡公園

１１日�
２５日�

１５：２０～１６：００新喜多公園

１４：００～１４：４０市営鷺島住宅集会所前

１３：２０～１３：５０市営島町住宅

６日�
２０日�

１５：２０～１６：００はすの広場（近江堂）北側

１４：００～１４：４０大和公園

１３：１０～１３：５０三ノ瀬公民分館

５日�
１９日�

１５：１０～１５：５０府営加納住宅集会所前

１４：１０～１４：５０加納アメリア集会所前

１３：２０～１３：５０春光園（横枕）

１２日�
２６日�１５：００～１６：００寺嶋公園

１３：２０～１４：２０東楠風荘公園稲荷神社横

１２日�
２６日�

１５：２０～１６：１０イズミヤ若江岩田店

１４：００～１４：４０若江本町北公園

１３：２０～１３：５０花園西町公園

催しのつづき

夢をかたちに展

７月から１０月までの創作講座受講

生による油絵や水彩画を展示します。

�時１１月６日�～９日�１０時～１７時（９
日は１６時まで） ※申込不要。

【創作講座受講生を募集】
�時�内来年１月７日～３月５日�水
曜日�デッサン �木曜日�水彩画
☆いずれも１３時～１６時で計８日間

�対全日程受講できる１８歳以上の初心
者 �定各１２人（抽選） �料各２，０００円
程度 �申「夢をかたちに展」開催中、
会場にある申込用紙を直接

◇ ◇

�所�申�問市民美術センター ０７２

（９６４）１３１３、�０７２（９６４）１５９６

ボランティア基金
チャリティーコンサート

スーパーキッズ・オーケストラ（写

真）によるチャリティーコンサート

を開催します。

�時１２月６日�１３時～１４時３０分（開場
は１２時） �所市民会館市民ホール
�対小学生以上の方 �定１，５００人 �料
一般２，５００円（前売り２，０００円）、学生

１，８００円（前売り１，５００円） ※学生は

学生証を提示。障害者とその介助者

（１人）も障害者手帳を提示すると学

生料金。前売券はボランティア・市民

活動センター、玉串保育園、角田総合

・五条・高井田老人センターで発売中。

�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

介護保険事業者連絡協議会
フェスティバル

�時�内�１１月１１日�１４時～１６時�地
域で暮らしを支える医療とケア �
１１日�１８時３０分～２０時３０分�介護・
医療制度改正の動向 �１２日�１５時
４５分～１６時４５分�地域包括ケアシス
テムにおける地域医療支援病院の役

割 �１２日�１７時～１８時３０分�介護
職員のための人間力向上研修（体験

セミナー） �１２日�１８時４５分～２０
時１５分�介護エンターテイメント～
介護の現場に「笑い」と「生きがい」

�１３日�１４時～１６時�高齢者のため
の車椅子フィッティング �所クリエ
イション・コア東大阪南館クリエイ

ターズプラザ �申基本事項（１２面に
掲載）とテーマを１１月５日�までに
ファクスまたはＥメールで

【福祉用具展示】
�時１１月１１日�～１３日�１０時～１７時

（１３日は１３時まで） �所市役所本庁舎
１階多目的ホール ※申込不要。

◇ ◇

�申�問高齢介護課内介護保険事業者
連絡協議会事務局 ０６（４３０９）３１８５、

�０６（４３０９）３８４８、�koreikaigo@
city.higashiosaka.lg.jp

東大阪産業展
テクノメッセ東大阪２０１４

「創造と進化」をテーマにモノづ

くりのまち東大阪の多種多様な工業

製品を展示します。ビジネスパート

ナーの発掘に役立てませんか。 �時
１１月５日�１０時～１７時、６日�９時
３０分～１６時 �所マイドームおおさか
（大阪市中央区）

�問�東大阪商工会議所 ０６（６７２２）

１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �モノづく
り支援室 ０６（４３０９）３１７７、�０６（４３０９）
３８４６

ひるさがりロビーコンサート

�時１１月２２日�１３時３０分～１４時１５分
�定１１０人（抽選） �内アンサンブルポ
ルテによるピッコロ、フルート、ピ

アノの演奏 �申基本事項（１２面に掲
載）と参加希望人数（３人まで）・全

員の氏名を１１月１０日	（消印有効）ま
でに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９２４吉田６―７―２２ 市

民美術センター ０７２（９６４）１３１３、�
０７２（９６４）１５９６

郷土博物館・鴻池新田会所
「関西文化の日」無料開放

関西の博物館などが１１月の一定期

間に入館料を無料とする「関西文化

の日」により、１１月１５日�と１６日�
の郷土博物館と鴻池新田会所の入館

料を無料にします（発掘ふれあい館


埋蔵文化財センター�、旧河澄家は
常時無料）。郷土博物館では、特別展

示「東大阪のしきたりと年中行事」

を開催しています。

�問�郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２ �鴻池新田会所
０６（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

植樹資金を助成します

民有地での植樹資金を助成します。

工事に着手する前にお問合せくださ

い。なお、助成を受けた植栽は、５

年間変更できません。

【個人住宅】
�対道路に面している長さが３ｍ以
上の生垣 助成額 １件１万円以上

かかる植樹費用の２分の１（上限２０

万円）

【事業所】
�対職場と住居が同じ場合は職場に
比重が大きいもの ※工場立地法に

規定する特定工場（製造業で敷地面

積が９，０００�以上または建築面積が
３，０００�以上）を除く。 助成額 １

件１０万円以上かかる植樹費用の３分

の１（上限５０万円） ※低木類を除く。

【住宅団地など】
�対住宅団地などの共有地または自
治会が借りている私有地 助成額
１件１０万円以上かかる植樹費用の３

分の１（上限５０万円）

◇ ◇

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

１１月８日�９時～１２時
工事のため本庁舎の電話が不通に

１１月８日�９時～１２時、市役所本
庁舎の電話交換設備切替工事を実施

するため、電話が不通となります。

迷惑をおかけしますが、理解と協力

をお願いします。

�問管財室 ０６（４３０９）３１２５、�０６
（４３０９）３８２０

キキョウの宿根を配布

東大阪市を緑にする市民の会では、

市民の花「キキョウ」の宿根を１１月

４日�から市役所本庁舎１階市政情
報コーナーおよび行政サービスセン

ターで配布します（１人１袋で各施

設先着５００人）。

�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

大阪合同（Go�Do）公売

市税の確保と納税の公平性を図る

ため、他の自治体と合同で不動産公売

を実施します。くわしくは市ウェブサ

イトをご覧ください。 入札日時 １１

月１８日�１０時４０分～１１時５０分 公売
場所 大阪府咲洲庁舎２３階会議室

公売方法 入札 売却決定日時 １１

月２５日�１０時 買受代金納付期限
１１月２５日�１４時
�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６
（４３０９）３８０８

工業統計調査にご協力を

製造事業所を対象に工業統計調査

を実施します。工業統計調査は１２月

３１日現在で調査し、調査結果は行政

施策のための基礎資料となります。

１２月から来年１月にかけて調査員が

伺いますので、協力をお願いします。

�問統計課 ０６（４３０９）３１１３、�０６
（４３０９）３８４９

検察審査員
選ばれたらご協力を

検察審査会は、不起訴処分が正し

かったかどうかを審査する機関で、

１１人の審査員が審査を行います。審

査員は、国民の代表として選挙人名

簿の中からクジで選ばれますので、

選ばれた際には協力をお願いします。

なお、検察審査会制度を紹介したＤ

ＶＤを貸し出しています。

�問大阪検察審査会事務局 ０６

（６３１６）２９８４、�０６（６３６３）１２４０

個人事業税第２期分
納期限は１２月１日

個人事業税第２期分の納期限は１２

月１日	です。８月に第１期分とあ
わせて送付している第２期分の納付

書で納期限までに金融機関などで納

めてください。納付用紙にバーコー

ドが印字されているもの（３０万円以

下のもの）は、コンビニエンススト

アでも納めることができます。

また、納付には便利で安心な口座

振替をご利用ください。

�問中河内府税事務所 ０６（６７８９）

１２２１、�０６（６７８９）７４４２

大阪府最低賃金を改定
時間額８３８円に

大阪府内で働く方の最低賃金額が

改定されています。使用者は臨時・

パートタイマー・アルバイトなどを

含むすべての労働者に対して、時間

額８３８円以上の賃金を支払う必要があ

ります。ただし、特定の産業の労働

者については「特定（産業別）最低

賃金」が適用されます。

�問�大阪労働局賃金課 ０６（６９４９）

６５０２、�０６（６９４９）６０３４ �労働雇用
政策室 ０６（４３０９）３１７８、�０６（４３０９）
３８４６

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２６年１１月１日

mailto:koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp


発掘ふれあい館
収蔵品展「土の中からみつかるほね」

骨で作った道具約２００点を展示しま

す。 �時１１月１５日�～来年１１月８日
�９時３０分～１６時３０分（月曜日と祝
日の翌日、年末年始は休館）

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財
センター） ０７２（９８３）２３４０、�０７２
（９８２）９４１１

枚岡公園の催し

【クリーンハイキング】
生駒山に捨てられたごみを回収し

ながら散策しませんか。 �時１１月８
日� ☆枚岡公園管理事務所に９時

３０分集合、枚岡神社前で１４時３０分ご

ろ解散 �定２０人（申込先着順） �内豊
浦橋―枚岡山展望台―神津獄休憩所―み

はらし広場―せせらぎ広場―神津獄休

憩所―枚岡山展望台（約６．５�） �持運
動ができる服・靴、帽子、タオル、

敷物、雨具、弁当、飲み物 �申電話で
【どんぐり工作】
�時１１月１６日�１３時３０分～１５時３０分
�所枚岡公園 �定２０人（申込先着順）
�申１１月１日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問枚岡公園管理事務所 ０７２

（９８１）２５１６、�０７２（９８２）８７２５

やまなみプラザの催し＆教室

【ヤングフェスタ】
�時１１月１６日�１２時３０分～１７時 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）の

方 �定１２０人（当日先着順） �内日新
・枚岡樟風・みどり清朋・布施北・

夕陽丘高校の生徒によるバンド演奏

【着物リメイク教室】
リバーシブルベストまたはパンツ

を作ります。 �時１１月１７日�１３時～
１７時 �対市内在住・在勤・在学（い
ずれか）の方 �定２０人（抽選） �料
５００円 �持裁縫道具、ほどいた着物
�申基本事項（１２面に掲載）を１１月９日
�（消印有効）までに往復ハガキで
【おもしろサイエンス～電気はど
うやってつくるの？】
�時１２月６日�１４時～１６時 �対市内
在住の小学校３年生～６年生 �定１２
人（抽選） �申基本事項（１２面に掲
載）と学年を１１月２８日�（必着）まで
に往復ハガキで

◇ ◇

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

五条老人センターの催し＆教室

【クラブ活動発表会】
�時�内�１１月７日�１０時～１４時�舞
台発表 �１２日�・１３日	１０時～１６
時�作品展示、１１時～１５時�茶席
※申込不要。

【レッツ体操�】
�時�内�１１月２０日	�楽しく体操
�１２月４日	�健康ヨガ体操 �１２
月１８日	�ストレッチ体操 ☆いず

れも１０時～１１時３０分で計３日間 �定
３０人（申込先着順） �持タオル、飲み物
�申１１月４日
から電話または直接

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

テニス選手権大会

�時１１月１６日�・２３日�７時～１７時
�所中部緑地公園テニスコート（中新
開２） �対市内在住・在勤・在学（い
ずれか）の１５歳以上の方または市テ

ニス協会加盟クラブ・団体の方 種
目（ダブルス） 一般男子（初・中・
上級）、一般女子（初・中・上級）、

壮年男子（４５歳以上の部、５５歳以上

の部）、壮年女子（４５歳以上の部、５５

歳以上の部） �料１組３，０００円 �申
申込用紙と料金を１１月７日�２０時（必
着）までに現金書留で郵送または直

接 ※申込用紙は市テニス協会ウェ

ブサイト（http���www.geocities.jp�
hotennisa�）からダウンロード可。
�申�問〒５７７―０８０１小阪１―７―２―１１１ テ

ニスショップピジョン内市テニス協

会 ０６（６７８８）８５１９

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

くすのきプラザの催し＆教室

【史跡巡り】
天王寺七坂、一心寺、四天王寺な

ど大坂夏の陣の史跡を巡ります。

�時１２月１１日	 ☆近鉄大阪上本町駅

改札前に９時３０分集合、鶴橋駅で１５

時ごろ解散 ※荒天時は１２月１８日	
に順延。 �対市内在住・在勤（いず
れか）の方 �定４０人（抽選） �料３００
円 �持敷物、弁当、飲み物 �申基本
事項（１２面に掲載）を１１月１１日
（必
着）までに往復ハガキで

【健康づくり講座】
�時１２月６日�１４時～１５時３０分 �対
市内在住・在勤（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �内講演「女性に多
い甲状腺の病気～バセドウ病・橋本

がん

病・癌」 �申基本事項（１２面に掲載）
を１１月２８日�（必着）までに往復ハガ
キまたはファクスで

【「ハングル」基礎・基本講座】
�時１２月～来年３月の原則第１・３土
曜日１９時～２０時３０分（計８日間） �対
市内在住・在勤（いずれか）の２０歳

以上の方 �定２４人（抽選） �料１，５００
円 �申基本事項（１２面に掲載）を１１月
１１日
（必着）までに往復ハガキで

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
５００ くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

【人権週間記念講演会】
「心豊かに自

分らしく生きる

～つながる よ

りそう」と題し

て、女優の東ち

づるさん（写真）

が講演します。

�時１２月６日�１４時～１５時３０分 �定
１５０人（抽選） ※手話通訳あり。

�申基本事項（１２面に掲載）を１１月２１
日�（消印有効）までに往復ハガ
キで（１人１枚）

【料理教室】
ケーキやお菓子、おせち料理を

作ります。 �時１１月１２日～１２月１７日
の水曜日１８時３０分～２０時３０分（計

６日間） �対全日程参加できる市
内在住の方 �定２０人（抽選） �料
５，０００円 �申基本事項（１２面に掲載）
を１１月６日	（必着）までにハガ
キまたはファクスで

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―４―３
長瀬人権文化センター ０６（６７２０）

１７０１、�０６（６７２９）９１７１
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ドリーム２１の催し

【人形劇まつり】
�時�内�１１月２７日	、２８日��人形
劇・トロッコによる「だるまちゃんと

てんぐちゃん」など �２９日��人
形劇団ココンによる「マリオネット

の小さな作品集」など ☆いずれも

１１時～１２時、１３時３０分～１４時３０分

�定各１８０人 �料４歳以上２００円 ※３

歳以下の乳幼児でも座席が必要な場

合は有料。電話予約可。
だこ

【立体凧を作ろう】
ひのき棒とビニールでカラフルな

立体凧を作り、来年１月７日の「お

正月凧あげ大会」であげます。 �時
１２月７日�１０時～１５時 �対小学校３
年生～６年生（保護者同伴可） �定
８人（市内在住・在学を優先して抽

選） �料５００円 �申基本事項（１２面に
掲載）と参加者全員の氏名・学校名

・学年を１１月１５日�（必着）までに往
復ハガキまたはＥメールで

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

クロスカントリー競走大会

�時来年２月１日�１２時から ※雨

天時は２月１５日�に延期。当日９時
からテレホンサービス（０６―４３０９―

３２８２）あり。 �所枚岡公園 �対�内【男
子】�一般、高校生�３�、５�
�中学校２・３年生�３� �中学
校１年生�２� 【女子】�一般、
高校生�２�、３� �中学生�２
� �料一般・高校生１，５００円、中学生
１，０００円 �申申込用紙と料金、９２円切
手を貼った返信用封筒（住所・氏名

を記入）を１２月１６日
１７時（必着）ま
でに直接または現金書留で郵送（郵

便小為替同封も可） ※申込用紙は

１１月１日�から市ウェブサイトでダ
ウンロード可。青少年スポーツ室、

東大阪アリーナ、東体育館、行政サ

ービスセンターでも配布。

�申�問〒５７７―８５２１市役所青少年スポ
ーツ室内枚岡公園クロスカントリー

競走大会実行委員会 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

ふれあいのつどい

障害のある人もない人も楽しく交

流しませんか。 �時１１月１５日�１０時
～１５時 �所東大阪アリーナ、八戸の
里公園 �内野外ステージでの演奏や
パフォーマンス、映画上映、ゲーム

・体験コーナー、模擬店、スタンプ

ラリーなど

�問障害者支援室内障害福祉キャン
ペーン実行委員会 ０６（４３０９）３１８３、

�０６（４３０９）３８１３

ボランティアあいあいサロン

越中おわら節を鑑賞し、みんなで

踊りませんか。 �時１１月２２日�１３時
３０分～１５時３０分 �所五条老人センタ
ー �定３０人（申込先着順） �申基本
事項（１２面に掲載）を１１月１７日�まで
に電話で（ファクス、Ｅメール、直

接も可）

�申�問ボランティア・市民活動セン
ター ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）
２９２４、�hosi01@cap.ocn.ne.jp

はすの広場の催し＆教室

【親子で登ろう会】
岩湧山（河内長野市）に登ります。

�時１１月８日� ☆南海難波駅に８時

集合、１８時ごろ解散 ※雨天中止。

�対市内在住の親子 �定１０組２０人（抽
選） �料１人３００円 ※交通費が別途

必要。 �持雨具、着替え、弁当、飲
み物 �申基本事項（１２面に掲載）を１１
月４日
（必着）までに往復ハガキで
【こころとからだの養生訓講座】
�時１１月１２日�１３時３０分～１５時３０分
�対市内在住・在勤（いずれか）の２０
歳以上の方 �定４０人（当日先着順）
�内講話「寒い冬を健康に乗り切ろう
�」、ストレッチなど �持タオル
【男の料理教室～秋・冬のお惣菜】
�時１２月７日�１０時３０分～１４時 �対
市内在住・在勤（いずれか）の２０歳以

上の男性 �定１０人（抽選） �料１，０００
円 �持エプロン、三角巾 �申基本事
項（１２面に掲載）を１１月２０日	（必着）
までに往復ハガキで

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８１７近江堂３―１２―１５
はすの広場（近江堂）０６（６７３０）０８４０、

�０６（６７３０）５７２３

人権講演会と料理教室
長瀬人権文化センター

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２６年１１月１日

mailto:kyositu@dream21.higashiosaka.osaka.jp
mailto:kyositu@dream21.higashiosaka.osaka.jp
http://www.geocities.jp/hotennisa/
http://www.geocities.jp/hotennisa/


� あさひっこ

【おむつはずれの話】
�時１１月１４日�１０時～１０時４５分 �対
１歳６か月～２歳１１か月の乳幼児

�定１５組（申込先着順） �申１１月５日�
１０時から電話で

【クリスマスカードを作ろう】
五条老人センターの利用者と交流

します。 �時１１月１８日�１０時～１１時
�所五条老人センター �対２歳以上の
幼児 �定６組（申込先着順） �申１１
月５日�１０時から電話で
【まんぼーリトミック】
�時１１月２６日�１０時～１１時 �対１歳
６か月以上の乳幼児 �定１５組（申込
先着順） �申１１月１１日�１０時から電
話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

� 長瀬子育て支援センター

【ワイワイランチタイム】
保育所の給食を試食しながら交流

します。アレルギーのある方は申込

時に相談してください。 �時１１月１０
日�１２時～１３時３０分 �対１歳６か月
～２歳１１か月の乳幼児 �定１０組（申
込先着順） �料１人１５０円 �申１１月１
日�から電話で
【美ママデー�～身体の中から美
しく】
身体組成計で測定をします。 �時

１１月１１日�９時３０分～１１時４５分 �対
就学前乳幼児

【ママのクリスマス飾り作り】
�時１１月２１日�１０時～１１時３０分 �対
就学前乳幼児 �定２０組（申込先着順）
�料５００円 �申１１月５日�１３時から電話
で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

� 鴻池子育て支援センター

【なにわのゴリちゃんの紙芝居】
紙芝居師が、紙芝居と手遊びで楽

しく口演します。 �時１１月２８日�１０
時３０分～１１時３０分 �定３０組（申込先
着順） �申１１月１４日�１３時から電話で
【おでかけホッと広場】
体を動かして遊びます。 �時１１月

１７日�１０時３０分～１１時３０分 ※雨天

中止。 �所鴻池スカイランド
◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

� ももっこ

【サーキットで遊ぼう】
�時１１月１４日�１０時～１１時 �対しっ
かり歩ける１歳６か月以上の乳幼児

�定２０組（申込先着順） �申１１月４日�
１０時から電話で

【ベビーマッサージ】
�時１１月２０日�１０時３０分～１１時１５分
�対０歳児 �定１０組（申込先着順）
�申１１月５日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

� 荒本子育て支援センター

【親子クッキング】
型抜きサンドとカナッペを作りま

す。 �時１１月１７日�１４時～１５時 �対
２歳６か月以上の幼児 �定１２組（申
込先着順） �料２００円 �申１１月４日�
１３時から電話で

【給食試食会】
�時１１月２１日�１０時３０分～１２時 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定１０組（申
込先着順） �料３００円 �申１１月５日�
１３時から電話で

【リフレッシュ講座～かわいい針
山作り】
�時１１月２８日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） ※子どもは別保育。 �申１１月
１０日�１０時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

� 子育てのつどい

【親子でリズム遊びを楽しもう�】
リズム遊びとわらべ歌遊びをしま

す。 �時１１月２８日�１０時～１１時３０分
�所長瀬北公民分館 �対就学前乳幼児
�定２０組（申込先着順） �申１１月１０日
�１０時から電話で
�申�問金岡保育所 ０６（６７２８）３２０８、

�０６（６７２８）２５９７

各家庭のニーズに応じた子ども

の預け先を提案したり、楽しい子

育てにつながるような地域の子育

て情報を提供したりする「子育て

サポーター」を福祉事務所に配置

しています。

主に次のような活動をしていま

すので、気軽にご相談ください。

なお、窓口相談に来られるときは、

事前にご連絡ください。

�保育所に入所できなかった子
どもや就学前乳幼児の預け先に関

する保護者の相談に応じ、ニーズ

にあった教育・保育施設やサービ

スの情報提供を行う �地域の子
育て情報を収集し、子育て家庭に

提供する �その他子育てに関す
る相談に応じ、助言や適切な窓口

の案内をする

�問東・中・西福祉事務所子育て
支援係（東�０７２―９８８―６６１９、�０７２
―９８８―６６７１ 中�０７２―９６０―９２７４、�
０７２―９６４―７１１０ 西�０６―６７８４―７９８２、
�０６―６７８４―７６７７）
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

相談のつづき

人権相談

【特設人権相談】
人権擁護委員が相談に応じます。

�時�所�１１月１３日��総合福祉センタ
ー �２０日��夢広場（布施駅前）
☆いずれも１４時～１６時

�問市社会福祉協議会内人権擁護委
員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）
２９２４

【常設人権相談】
人権擁護委員と法務局職員が相談

に応じます。 �時月曜日～金曜日９
時～１６時（祝休日を除く）

�所�問大阪法務局東大阪支局 ０６

（６７８２）５５６３

◇ ◇

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�
０６（４３０９）３８２３

福祉なんでも相談

高齢者や障

害者、子育て

中の方などの

相談にコミュ

ニティソーシ

ャルワーカー

が応じます。

�時�所�１１月４
日��くすのきプラザ（若江岩田駅
前）、やまなみプラザ（四条） �５
日��夢広場（布施駅前） �６日
��はすの広場（近江堂） �７日
��グリーンパル（中鴻池） �１９
日��ゆうゆうプラザ（日下） �
２０日��ももの広場（楠根） ☆い

ずれも１３時３０分～１６時

�問福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、�
０６（４３０９）３８１５

福祉事務所に配置しています
子育てサポーター

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、すべて保護
者が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センター・保育所の催し

親子でふれあおう�

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２６年１１月１日



税理士による税務相談

�時１１月１２日�９時～１２時（１人３０
分） �所市役所本庁舎１階相談室
�定１０人（当日先着順） �内新規開業、
相続、贈与 ※近畿税理士会東大阪

支部（永和２）では、平日午後に常

設相談会を実施しています。

�問�近畿税理士会東大阪支部 ０６

（６７２５）７７０８、�０６（６７２２）２１７０ �
税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６（４３０９）
３８１０

多重債務（借金問題）
法律相談

借金の返済や多重債務などの相談

に司法書士が応じます。 �時１１月１１
日�１０時～１２時 �対市内在住の方
�定４人（申込先着順） �申電話で
�所�申�問消費生活センター ０７２

（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

労働情報発信ステーション

労働条件、パワハラなど労働問題

に関する相談会です。 �時１１月１６日�
１２時～１７時 �所夢広場（布施駅前）
�内�一般労働相談（申込不要）、�社
会保険労務士による労働相談（１３時

から）、�弁護士による労働相談（１４
時から）、�職場のメンタルヘルス相
談（１３時から）、�東大阪若者サポー
トステーション相談（申込不要）、�
セミナー「使用者も労働者も知って

おきたい労働トラブル防止Ｑ＆Ａ」

（１３時～１４時３０分。定員６０人で申込先

着順） �申�～�は大阪総合労働事
務所へ電話で、�は基本事項（１２面
に掲載）を労働雇用政策室へ電話ま

たはファクスで

�申�問�大阪府総合労働事務所 ０６

（６９４６）２６１０、�０６（６９４６）２６３５ �
労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、�
０６（４３０９）３８４６

花とみどりの相談室

植物の育て方などの相談に応じま

す。 �時１１月１１日�１３時３０分～１６時
３０分 �所市役所本庁舎１階相談室
�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

不動産・住宅の相談

【不動産相談】
�時１１月１４日�１０時～１２時 �定５人
（当日先着順） �内不動産に関する
こと

【建築士による相談】
耐震診断や改修補助申込みも受け

付けます。 �時１１月１８日�１３時～１６
時 �内建替え、アスベスト、シック
ハウス、欠陥住宅など

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室
�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�

０６（４３０９）３８３４

出張就業相談

市内在住のひとり親家庭の母・父、

寡婦を対象に、求人情報の提供や履

歴書の書き方のアドバイスなど、就

業相談を行います。 �時１１月２０日�
１０時～１６時 �所イコーラム（男女共
同参画センター） �定５人（申込先
着順） ※１歳６か月～就学前幼児

の保育あり（定員あり。１人２００円。

１１月１１日�までに要予約）。 �申１１月
１日�～１９日�に電話で
�申�問母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）
３７９６

�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

「ゆとりーと共済」は、中小企

業を支援するために市が出資して

設立した（公財）東大阪市産業創造

勤労者支援機構が運営する公の共

済制度です。１人月６００円の会費で、

従業員の慶弔給付をはじめ人間ド

ック補助やレジャー施設の割引、

教養講座など働く人のゆとりある

豊かな生活を総合的にサポートし

ます。福利厚生の導入や充実を考

えている事業主は、ぜひご利用く

ださい。

�申�問ユトリート東大阪 ０６

（６７２５）０３００、�０６（６７２１）１２１２

【フラワーウォッチング】
�時１１月８日�１０時～１４時３０分 �定

２０人（申込先着順） �料３００円 �持
滑らない靴、着替え、雨具、弁当、

飲み物 �申１１月６日�まで
【骨格健康ヨガ体操】
�時１１月９日�１０時～１１時３０分 �定

３０人（申込先着順） �料７００円 �申１１
月７日�まで
【パソコンスクール（応用）】
ワンランク上の年賀状を作ります。

�時１１月１８日�１０時～１２時 �定３０人（抽
選） �料１，３００円 �持ノートパソコン
※レンタルあり（１００円）。 �申１１月６
日�まで
【カラオケ指導教室】
�時１１月１３日�１０時～１２時 �定３０人

（抽選） �料３００円 �申１１月９日�まで

【布花教室】
�時１１月１６日�１０時～１２時 �定２０人

（申込先着順） �料１，２００円 �申１１月
１２日�まで
【書道教室】
�時１１月１６日�１０時～１２時 �定２０人

（申込先着順） �料１，３００円 �持書道
用具、半紙 �申１１月１２日�まで
【つる細工教室】
�時１１月２３日�１０時～１３時 �定４０人

（申込先着順） �料１，０００円 �申１１月
１９日�まで
【紅葉ハイキング】
紅葉を見ながら生駒山をハイキン

グします。 �時１１月２９日�９時３０分
～１４時３０分 �定２０人（申込先着順）
�料３００円 �持滑らない靴、着替え、雨
具、弁当、飲み物 �申１１月２６日�まで

【若葉カラオケ同好会の発表会】
�時１１月３０日�１０時３０分～１６時 ※

申込不要。

【ロビーギャラリー】
暮らしを彩る灯りと器展（陶芸）

を開催します。 �時１１月１日�～３０
日�９時～２１時 ※申込不要。

【作品展示会】
市民から公募した絵画、写真、書

道、木工品、手芸などの作品を展示

します。 �時１１月２６日�～１２月１０日
�９時～２１時 ※作品の応募は１１月

１９日�までに直接（月曜日は休館）。
１人１点のみ。

◇ ◇

�申各申込期限までに電話で
�所�申�問グリーンガーデンひらおか

０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１
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１０，０００円以内人間ドック補助

【人間ドック補助】

１００，０００円以内死 亡 弔 慰 金

１００，０００円重度障害見舞金

１００，０００円以内住宅災害見舞金

２５，０００円以内傷 病 見 舞 金

１０，０００円入 学 祝 金

１０，０００円出 産 祝 金

２０，０００円（初婚）結 婚 祝 金

【慶弔給付】

全国百貨店共通商品券、ス
ルッと関西、図書カードな
ど

特別価格
チケット

布施ラインシネマ、ボウリ
ングスペースhit、東大阪ア
リーナなど

レジャー
施設割引

国内約２，０００か所宿泊割引

３，０００円（年間２泊分まで）宿泊補助

【生活サポート】

ゆとりーと共済会員募集
福利厚生の充実を

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１３） 平成２６年１１月１日



学ぶのつづき

クレイクラフト教室
ひつじ

粘土で干支「未」を作ります。

�時１１月２９日�１３時１５分～１６時 �対市
内在住・在勤（いずれか）の方 �定
２５人（抽選） �料１，５００円 �申基本事
項（１２面に掲載）を１１月１１日�（必着）
までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
５００ くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

日赤幼児安全法講習

�時�内�料�１１月２５日��幼児期に起
こりやすい事故とその予防法および

応急手当の方法／３００円 �２６日��
子どもの病気と看護の仕方／１００円

☆いずれも１３時～１５時 �定各３０人（申
込先着順） �申基本事項（１２面に掲
載）と希望日を１１月１４日�までに電話
で（ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問総合福祉センター内ファミ
リー・サポート・センター ０６（６７８５）

２６２５、�０６（６７８９）５６１１、�famis
apo@heartnet�hoshakyo.org

老人センターのパソコン教室

年賀ハガキを作ります。 �時�所�
１１月１８日��角田総合 �２５日��
高井田 �１２月２日��五条 ☆い

ずれも１３時～１４時３０分、１４時４５分～

１６時１５分 �対市内在住のおおむね６０
歳以上の方 �定各８人（申込先着順）
�料３００円 �持インクジェット用ハガキ
１０枚、年賀状の文章の下書き �申１１
月４日�から電話または直接
�申�問各老人センター（�角田総合
�０７２―９６２―８０１１、�０７２―９６３―２０２０ �
高井田�０６―６７８９―３７５１、�０６―６７８９―
９１７４ �五条�０７２―９８５―３７５１、�０７２
―９８６―７５９２）

鴻池新田会所の教室＆催し

【綿くり・綿うち・糸つむぎ体験】
�時１１月１５日�・１６日�１０時～１５時
※関西文化の日により入場無料。

【鴻池新田会所寄席】
�時１１月３日�１３時～１５時３０分 �定

８０人（当日先着順） �内素人寄席天
満天神の会による落語 ※入館料（一

般３００円、小・中学生２００円）が必要。

◇ ◇

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

絵手紙体験講座

年賀状とゴム印を作ります。 �時
１２月４日	１３時３０分～１５時３０分 �所
青少年女性センター加納分館 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の

方 �定２０人（抽選） �料３００円 �申
基本事項（１２面に掲載）を１１月１５日�
（消印有効）までに往復ハガキで

�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

パソコン教室

個別指導のワード入門講座です。

まずは、説明会にお越しください。

説明会�時火・木曜日１２時から・１６時
から、土曜日１２時から

�所�申�問東大阪商工会議所 ０６

（６２２４）４３００、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

講演～イギリス絵本のおもしろさ

�時１１月２０日	１４時～１５時３０分 �所
夢広場（布施駅前） �対２０歳以上の
方 �定２５人（当日先着順）
�問永和図書館（暫定施設） ０６

（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０

就職につなげよう�

【ホンキの就職４Days Seminar】
�時１１月１２日�・１４日�・１９日�・

２１日�１２時３０分～１７時（計４日間）
�所東大阪若者サポートステーション
（高井田元町２） �定１０人（申込先着
順） �申１１月４日�～１１日�に電話で
【仕事で使えるパソコン講座】
�時�内１１月１３日	�９時３０分～１２時

３０分�ワードでビジネス文書作り
�１３時～１７時�エクセルで表作り
�所東大阪若者サポートステーション
�定各６人（申込先着順） �申１１月４
日�～１２日�に電話で
【就活メイクアップ術】
�時１１月１４日�１３時３０分～１５時３０分
�所イコーラム（男女共同参画センタ
ー） �定８人（申込先着順） �持メ
イク道具一式 �申１１月４日�～１２日
�に電話で

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方
�申�問東大阪若者サポートステーシ
ョン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市民ふれあいホールの教室

無料体験会もあります。体験会の日

程などくわしくはお問合せください。

【ジュニアチアダンス】
�時�対火曜日�１６時３０分～１７時３０分
�４歳～小学校２年生 �１８時～１９
時�小学校３年生～中学生 �定各３０
人 �料８，６４０円（２か月分）
【ジュニアテニス】
レッドボールを使用します。 �時
土曜日９時～１０時・１０時～１１時・１１

時～１２時 �対幼稚園児、小学生 �定
各２０人 �料月３，２４０円
【ジュニアバレエ】
�時土曜日１０時～１１時 �対３歳～小
学生 �定１０人 �料８，６４０円（２か月分）

カ キ ラ

【KaQiLa】
ろっ骨エクササイズをします。

�時火曜日１０時～１０時４５分・１１時～１１
時４５分 �対１８歳以上の女性 �定各１５
人 �料月３，２４０円
【リラックスヨガ】
�時火曜日１３時～１４時・１９時１５分～

２０時１５分、金曜日１０時～１１時 �対１８
歳以上の女性 �定各３０人 �料月３，２４０
円

【HIPHOP】
�時水曜日１３時～１３時５０分 �対１８歳
以上の女性 �定３０人 �料月３，２４０円

ズ ン バ

【ZUMBA】
世界中のダンス音楽を取り入れた

運動です。 �時水曜日１４時～１４時５０
分 �対１８歳以上の女性 �定３０人 �料
月３，２４０円

【ZUMBA GOLD】
ZUMBAより遅めの曲に合わせて

運動します。 �時金曜日１１時１０分～
１２時 �対１８歳以上の女性 �定３０人
�料月３，２４０円
【姿勢改善体操】
�時金曜日１０時～１１時 �対１８歳以上
の女性 �定１０人 �料月３，２４０円

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �持運動
ができる服、室内用シューズ、タオ

ル、飲み物、ヨガマット（リラックス

ヨガ、KaQiLa のみ）、なわとび（ジ

ュニアチアダンスのみ） �申基本事項
（１２面に掲載）を１１月２９日�（必着）ま
でにハガキで（電話、ファクスも可）

�所�申�問〒５７９―８０３５鳥居町３―３ 市民

ふれあいホール ０７２（９８２）６５６３、�
０７２（９８２）２７６８

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

まちづくり意見交換会は、まち

づくりに想いをもっている方なら

誰でも参加でき、自由に意見を交

わすことのできる場です。

第２回まちづくり意見交換会を

表のとおり開催します。第２回で

は、第１回で導き出した「安全・

安心」「子育て」などのテーマに基

づいて、まちに対する想いを語っ

ていただき、地域にとってやるべ

きことを考えます。

お住まいの地域に関係なく、ど

なたでも、どの会場でも参加する

ことができ

ます。たく

さんの参加

をお待ちし

ています。

�申申込書
を１１月１０日


（必着）
までに郵送

（ファクス、Ｅメ

ールも可） ※市

ウェブサイト、右

のコードからも申

込み可。これまで

の意見交換会の内容や今後のスケ

ジュール、第２回の各会場のテー

マは市ウェブサイトに掲載してい

ます。

�申�問〒５７７―８５２１市役所市民協働
室 ０６（４３０９）３３１９、�０６（４３０９）
３８１２、�machikai@city.higashi
osaka.lg.jp

第第２２回回参参加加者者募募集集
わわたたししのの、、ああななたたのの、、ままちちづづくくりり意意見見交交換換会会

はすの広場（近江堂）１１月１９日�Ｇ地域

夢広場（布施駅前）１１月２５日�Ｆ地域

ももの広場（楠根）１１月１７日
Ｅ地域

くすのきプラザ（若江岩田駅前）１１月１３日	Ｄ地域

グリーンパル（中鴻池）１１月２１日�Ｃ地域

やまなみプラザ（四条）１１月２７日	Ｂ地域

ゆうゆうプラザ（日下）１１月２８日�Ａ地域

ところとき

第２回まちづくり意見交換会の日程 ☆いずれも１９時～２１時

東 大 阪 市 政 だ よ り （１４）平成２６年１１月１日

mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org
mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org
mailto:machikai@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:machikai@city.higashiosaka.lg.jp


長瀬青少年センターの教室

【子育て教室～子育ての輪】
�時１１月７日�・２１日�１９時～２０時

４５分、１２日�・２６日�１０時～１１時４５
分 ※申込不要。個別相談もあり（１

週間前までに要予約）。

【パソコンで年賀状作り】
�時１１月２２日�・２９日�１４時３０分～

１６時３０分（計２日間） �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の高校生以上

の方 �定１２人（抽選） �料３，０００円
�持ＵＳＢメモリなどの記録メディア
�申基本事項（１２面に掲載）を１１月１４日
�（必着）までにハガキまたはファ
クスで

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０
長瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、

�０６（６７２９）９７８７

ひとり親家庭の母を支援
パソコン実務習得科

ワードとエクセルの基本操作を学

びます。 �時来年２月３日�～３月
３１日�１０時～１６時２５分（日・月曜日、
祝日を除く） �所ドーンセンター（大
阪市中央区） �対全日程受講できる
ひとり親家庭の母で、ハローワーク

所長の受講推薦などを受けた方 �定
２０人（１２月１９日�に面接） �料３，９１０
円 ※１歳～就学前幼児の保育あり。

�申申込書と３．０�×２．５�の顔写真を
１１月１８日�～１２月９日�（土・日曜
日、祝休日を除く）に直接

�申ハローワーク布施（長栄寺）
０６（６７８２）４２２１、�０６（６７８３）６７６８
�問�大阪府雇用推進室人材育成課

０６（６２１０）９５３１、�０６（６２１０）９５２８
�子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�
０６（４３０９）３８１７

テニススクール

�時�料�初級�日曜日１０時３０分～１２
時／月７，０００円、火曜日１０時～１２時／

月５，０００円 �中級�土曜日９時～１０
時３０分・１０時３０分～１２時、日曜日９

時～１０時３０分／各月８，０００円 �定各若
干名 ※月初めに入会受付。入会金

２，０００円が必要。ビジター会員（１回

２，０００円）もあります。

�所�申�問水走ルーフテニス場 ０７２

（９６３）８８７８、�０７２（９６５）８７４３

花苗工房で学んで遊ぼう�

�時１１月９日�１０時～１５時 �所花園
中央公園内花苗工房周辺（図参照）

�対市内在住の方 �内�定�鉢上げ体験
（鉢上げした苗はプレゼント）�５００
人 �バーク堆肥の配布�５００人 ※

いずれも当日先着順。緑化相談、ク

ラフト教室、わくわく自然探検など

もあります。 �持軍手、持ち帰り用袋

新
町河内松原

鷹
殿
町

大
阪
外
環
状
線 

恩
智
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恩
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川

恩
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大阪枚岡奈良線

花園
中央公園

花苗工房花苗工房

ドリーム
21P

170
池

�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

グリーンパルの教室＆催し

【源氏物語解説】
�時１１月３０日�１３時３０分～１５時 �対
市内在住・在勤（いずれか）の方

�定２０人（抽選） �料５００円 �申１１月２１
日�（必着）まで
【健康料理教室おうちdeクリスマス】
パエリアやトマトのプロヴァンス

風などを作ります。 �時１２月７日�
１０時３０分～１３時３０分 �定１６人（抽選）
�料１，０００円 �持エプロン、三角巾
�申１１月２０日	（必着）まで
【アロマの香りの中で世界の名曲
ピアノコンサート】
�時１２月１４日�１０時３０分～１２時 �定

３０人（抽選） �料一般５００円、小・中学
生１００円 �申１１月２８日�（必着）まで

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �申基本事項（１２面に掲載）を各
申込期限までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

高井田老人センターの教室

【３Ｂ体操教室】
�時１１月１７日
・２０日	・１２月１日

・１５日
・来年１月１５日	１０時～
１１時（計５日間） �定４０人（申込先着
順） �料５００円 �持運動ができる服、
タオル、飲み物 �申１１月７日�から
電話または直接

【救急救命（ＡＥＤ）講習会】
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の

使い方などを学びます。 �時１２月４
日	１３時～１６時 �定２０人（申込先着
順） �申１１月４日�～１９日�に電話
または直接

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

女性のための起業入門セミナー

�時�内�１１月２３日��起業について
考えよう �３０日��いまどきの起
業のヒント �１２月７日�、１４日�
�起業プランをつくってみよう ☆

いずれも１４時～１６時で計４日間 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の女性 �定各２０人（全日程受講でき
る方を優先して抽選） ※１歳６か

月～就学前幼児の保育あり（定員１０

人で申込先着順。１人２００円。各開催

日の１週間前までに要予約）。 �申
基本事項（１２面に掲載）と受講動機、

保育希望の場合は子どもの氏名と生

年月日を１１月１６日�（必着）までにハ
ガキで（電話、ファクス、Ｅメール、

直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
６００ イコーラム（男女共同参画セン

ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com

角田総合老人センターの教室

【ニコニコ体操】
�時１１月１２日�１０時～１１時３０分
【メロディうんどう教室】
�時１１月１３日	・２６日�１３時３０分～

１５時

【みんなの体操ひろば】
�時１１月２７日	１３時３０分～１５時
◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �持運
動ができる服、タオル、飲み物

�所�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

フラワーアレンジメント教室

東大阪産の菊を使ってクリスマス

向けに仕上げます（写真）。

�時１２月１３日�１３時から・１５時３０分
から �所くすのきプラザ（若江岩田
駅前） �定各１５人（抽選） �料１，５００
円 �持汚れてもよいエプロン �申基
本事項（１２面に掲載）と希望時間を

１１月２５日�（必着）までにハガキで
�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

企業向け講座
高年齢者雇用の現状と課題

�時１１月２７日	１４時～１６時 �所東大
阪商工会議所 �定３０人（申込先着順）
�申基本事項（１２面に掲載）を電話ま
たはファクスで

�申�問東大阪商工会議所東支所 ０７２

（９８４）１１５１、�０７２（９８４）１１３１
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

東大阪アリーナの教室

【トレーニングルーム登録講習会】
�時１１月１６日�・１７日
・１９日�・

２７日	�１３時３０分～１５時３０分 �１５
時３０分～１７時３０分 �対１６歳以上の方
�定各１０人（抽選） �料５００円 �持運動
ができる服、室内用シューズ、タオ

ル �申基本事項（１２面に掲載）と性別、
希望日時（第２希望まで）を１１月５

日�（必着）までに往復ハガキで
【ハワイアンストレッチ】
�時１１月２７日	９時３０分～１１時 �対

１８歳以上の方 �定２０人（申込先着順）
�料１，５００円 �持運動ができる服、室内
用シューズ、ヨガマットまたは大き

いバスタオル、タオル、飲み物 �申
１１月２０日	までに電話予約のうえ、
料金を持って直接

【プールの臨時休館】
１１月２２日�・２３日�・２４日�は水
泳大会開催のため、終日プールの一

般利用ができません。

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１５） 平成２６年１１月１日



会議・分科会の傍聴者

【障害福祉計画策定合同会議】
�時１１月１１日�１０時～１２時 �所市役
所本庁舎１８階研修室 �定５人（抽選）
�申基本事項（１２面に掲載）と手話通訳
の要否を１１月６日�（必着）までにハ
ガキで（ファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援
室 ０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）３８１３、
�shogai@city.higashiosaka.lg.jp
【高齢者福祉専門分科会】
�時１１月１７日�１０時～１２時 �所市役
所本庁舎１８階会議室１・２ �定５人
（抽選） �申基本事項（１２面に掲載）
を１１月１０日�（必着）までにハガキで
（ファクス、Ｅメールも可） ※当

選者にのみ連絡します。

�申�問〒５７７―８５２１市役所高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８、�k
oreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp

ショーケース展示製品

製品のＰＲと販路拡大のために、

リージョンセンターのショーケース

に製品を展示しませんか。 �対市内
に本社または事業所があり、工業製

品を生産・加工している企業 ※幅

２８�×奥行４３�×高さ３３�の小間に
入る製品で展示期間は原則１年以内。

�定若干数（抽選） �申申請書を１１月
４日�～２８日�に直接 ※申請書は

市ウェブサイトからダウンロード可。

�申�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

もうかりメッセ東大阪出展

モノづくりのまち東大阪が誇る技

術力や付加価値の高い製品が一堂に

会する産業見本市「もうかりメッセ

東大阪」に出展しませんか（来年２

月１９日�・２０日�、産業プラザ Pio
�東京都大田区�で開催）。

�定１２０小間（申込先着順） �料１小間
７万円 �申１１月１４日�まで ※くわ

しくは東大阪商工会議所ウェブサイ

ト（http���www.hocci.or.jp�mouka
ri15�）をご覧ください。
�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７５、�０６（４３０９）３８４６

アルバイト保健師・助産師

乳幼児健診や健康相談などに応じ

る保健師・助産師を募集します。

�対保健師・助産師の資格がある６５歳
未満の方（経験不問） �定１人 ※

採用方法や勤務条件などくわしくは

お問合せください。

�申�問中保健センター ０７２（９６５）

６４１１、�０７２（９６６）６５２７

福祉農園利用者

６０歳以上の方や障害のある方を対

象に福祉農園の利用者を募集します。

利用期間 １２月１日～来年８月３１日

募集農園 中石切（中石切町３）、弥

生（弥生町）、植附（中石切町３）、芝

（中石切町３） �料年３，０００円程度
�申６０歳以上（平成２６年９月１日現在）
の方は健康保険証など、障害者（児）

は身体障害者手帳などを持って、１１

月１１日�～１３日�に本人または同居
家族が直接 ※申込みは１世帯につ

き１農園１区画で重複申込不可。申

込み多数の場合は抽選。

�申�問東福祉事務所高齢福祉係 ０７２

（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０

留守家庭児童育成クラブ
運営事業者

来年度からスタートする「子ども

・子育て支援新制度」にあわせて、

留守家庭児童育成クラブの運営主体

となって事業を行う法人を募集しま

す。くわしくは募集要項をご覧くだ

さい。

�対社会福祉法人、学校法人、ＮＰ
Ｏ法人、営利法人 開所時期 来年

４月 �申応募用紙を１１月４日�～２５
日�に直接 ※募集要項は１１月４日

�から市ウェブサイトでダウンロー
ド可。

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５

市立学校園の講師登録者

市立学校園で欠員が生じたときに

講師として勤務できる方を募集して

います。勤務条件などくわしくはお

問合せください。 �対教員免許状を
取得している方 �申電話連絡のうえ、
履歴書を直接

�申�問教職員課 ０６（４３０９）３２７３、�
０６（４３０９）３８３８

大学在学中に

拉致され、２４年

間北朝鮮での生

活を余儀なくさ

れた、拉致被害

者の蓮池薫さん

（写真）が自身の

体験や思いをお話しします。 ※手

話通訳あり。 �時１２月１６日�１４時

～１５時３０分 �所府立中央図書館ラ
イティホール �定３８０人（抽選）
�申基本事項（１２面に掲載）と参加
人数（２人まで）を１１月１４日�（消
印有効）までに往復ハガキで

�申�問〒５７７―８５２１市役所人権啓発
課 ０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）
３８２３、�jinkenkeihatsu@city.h
igashiosaka.lg.jp

【生駒花屏風ハイキング】
「おおさか山の日」にあわせて生

駒山林に花木を植えます。 �時１１
月８日� ☆来ぶらり四条（ＪＲ野

崎駅から東へ約７００ｍ）に８時３０分

～９時集合、１５時ごろ解散 ※雨

天中止。 �定４００人（当日先着順）
�内野崎観音―飯盛山―大東市立青少

年野外活動センター―堂山古墳

�持運動ができる服・靴、軍手、タ
オル、敷物、雨具、弁当、飲み物

�問	大東市産業労働課 ０７２

（８７２）２１８１ 	生駒山系森づくり
サポート協議会事務局 ０７２（９９４）

１５１５

【クリーンハイキングと散策】
生駒山に捨てられたごみを回収

しながら散策します。 �時１１月３０

日
 ☆石切駅前公園に８時３０分

～９時集合、近鉄一分駅で１６時ご

ろ解散（クリーンハイキングのみ

の参加は、生駒山上遊園地で正午

ごろ解散） ※前日１８時５５分ごろ

のＮＨＫ総合テレビの天気予報で

当日午前中の降水確率が５０％以上

の場合は中止。 �定５０人（申込先
着順） �内くさかコース出合―生駒

縦走コース―生駒山上遊園地―往馬

大社 �持運動ができる服・靴、タ
オル、敷物、雨具、弁当、飲み物

�申基本事項（１２面に掲載）を１１月
２１日�までに電話で（ファクス、
直接も可）

◇ ◇

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）

３２２７、�０６（４３０９）３８３６
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講 演
「夢と絆」

生駒山でハイキングをしませんか

秋を満喫しよう

市営住宅の入居者を募集します（表

参照）。申し込むことのできる区分や

間取りは世帯構成により異なります。

くわしくは応募用紙に添付のしおり

をご覧ください。 応募資格 次の

要件をすべて満たす方 	市内在住
（住民登録）または在勤 	同居親族
がいる ※婚約者、内縁者も可。単

身者でも６０歳以上（経過措置として

昭和３１年４月１日以前生まれの方を

含む）や障害者などの条件を満たせ

ば可。 	住宅に困っている（持家
がある方は原則不可） 	所得が基
準額以内（一般階層１５万８，０００円以内、

裁量階層２１万４，０００円以内） 募集住
宅・対象 	期限付き若年者世帯向
け住宅（入居承認から１０年後に返還

が必要）�子どもがいる３５歳以下の夫
婦からなる世帯 	一般世帯向け住
宅�応募資格を満たす単身者（１Ｄ
Ｋ）、単身者以上（２ＤＫ）、３人以上

（３ＤＫ） 	事故住宅（前入居者のと
きに住戸内で孤独死などの人身事故

が発生した住宅。事故�病死、自殺、
死亡事故など�の詳細については、
お答えできません）�応募資格を満た
す単身者以上（２ＤＫ）、３人以上（３

ＤＫ） 	車いす常用者世帯向け住宅

�下肢や体幹に程度の高い機能障害
があり、身体障害者手帳または戦傷

病者手帳を持つ室内および室外にお

いて車いす常用者がいる単身者以上

（２ＤＫ）、３人以上（３ＤＫ） �申応
募用紙と必要書類を１１月１４日�（消印
有効）までに所定の封筒で郵送（１世

帯１通のみ） ※年齢などの要件は平

成２６年１１月１４日現在。重複および暴

力団員の応募不可。１２月１２日�１０時
から夢広場（布施駅前）多目的ホール

で公開抽選のうえ仮当選者を決定し、

後日入居審査。応募用紙は１１月４日

�から市営住宅管理センター、住宅
政策課、市政情報コーナー、行政サ

ービスセンター、福祉事務所で配布。

�申�問市営住宅管理センター ０６

（６７８８）８００１、�０６（６７８８）８００５

�������������������������������������������������������������������������������������

市営住宅（空き家）入居者募集
１１月１４日まで

※家賃は住宅と収入により異なり、敷金は家賃の３か月分です。
〈家賃の例〉稲田鷺島住宅２万４，９００円～５万８，９００円程度、宝持西住宅１万４，９００円～２万８，０００円程度

――２戸（３ＤＫ）２戸（３ＤＫ）若 宮
――２戸（２ＤＫ）―宝 持 西

―
１戸（２ＤＫ）
１戸（３ＤＫ）

――稲 田 鷺 島

１戸（２ＤＫ）
１戸（３ＤＫ）

―３戸（１ＤＫ）１戸（３ＤＫ）高井田（２棟）

――
２戸（１ＤＫ）
１戸（２ＤＫ）

―高井田（１棟）

車いす常用者
世帯向け住宅事故住宅一般世帯向け

住宅
期限付き若年者
世帯向け住宅区 分

考えよう�人権

１２月１０日から
北朝鮮人権侵害問題啓発週間

東 大 阪 市 政 だ よ り （１６）平成２６年１１月１日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています
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